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第 1 章

新規および変更情報

•新規および変更情報（1ページ）

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示した

ものです。ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載

されていないものもあります。

表 1 : Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceでの新機能と変更された動作

参照先説明

Kerneldumpユーティリティの
有効化（84ページ）

「kerneldumpユーティリティ
を有効にする」セクションを

更新しました。

2024年 2月 1日
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参照先説明

•要件および制約事項（16
ページ）を参照してくだ

さい。

• DNSの要件（17ペー
ジ）

•プラットフォームの要件
（18ページ）

•非ゼロタッチインストー
ルのタスクフロー（65
ページ）

Unified Communications
Manager、IM and Presence
Service、およびすべてのアプ
リケーションが64ビットアー
キテクチャに移動しました。

影響を受ける領域は次のとお

りです。

• Unified Communications
Managerおよび IM and
Presence Service 15では、
7.0 U3または 8.0 U1以上
のESXiバージョンが必要
です。

•無人インストールの場
合、仮想フロッピードラ

イブが仮想 CDROMに置
き換えられました。

2023年 12月 18日
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第 2 章

インストールの計画

•トポロジのオプション（3ページ）
•インストール方法, on page 5
•要件および制約事項（16ページ）
•ライセンス要件（22ページ）
•必要なインストール情報（26ページ）
•エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限なしソフトウェア（33ページ）

トポロジのオプション
ここでは、システムトポロジの概要と、トポロジにおけるノードタイプ間の関係について説

明します。

クラスタ

クラスタは、複数のサーバ間でコール処理の分散、プレゼンス状態およびデータベースレプリ

ケーションを行うメカニズムを備えています。また、リソースと機能の透過的な共有を実現

し、システムのスケーラビリティを向上させます。

クラスタは、互換性があるソフトウェアバージョンを実行している一連の Cisco Unified
Communications Managerノードと、IM and Presenceノードから構成されます。

パブリッシャノードとサブスクライバノード

クラスタ内では、インストールするノードのタイプごとにデータベースパブリッシャがありま

す。

Unified Communications Manager のインストール時、インストールウィザードにより、インス
トールするノードがクラスタ内の最初のノードかどうかを指定することが求められます。最初

にインストールされた UnifiedCommunications Managerノードがパブリッシャノードになりま
す。このノードによって、クラスタ内の他の Unified Communications Managerノードに音声お
よびビデオデータベースがパブリッシュされるからです。そのクラスタ内の後続のノードはす

べて、サブスクライバノードと呼ばれます。サブスクライバノードは、それぞれパブリッシャ

ノードと関連付けられている必要があります。サブスクライバノードにソフトウェアをインス
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トールするには、その前にパブリッシャノードのシステムトポロジ内ですべてのサブスクラ

イバノードを設定する必要があります。

IM and Presenceノードをインストールする場合は、最初にインストールするノードが IM and
Presenceデータベースのサーバとして機能します。このノードはクラスタ内のすべての IM and
Presenceノード向けにデータベースをパブリッシュするので、IM and Presenceデータベースパ
ブリッシャと呼ばれます。ただし、このノードと他のすべての IMandPresenceノードは、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードのサブスクライバとしてインストールする必要が
あります。他のサブスクライバノードと同様に、ソフトウェアをインストールする前に、シス

テムトポロジにこれらを追加する必要があります。

トポロジのオプション

クラスタをインストールする際に、導入したいトポロジを導入したい決定する必要がありま

す。次に例を示します。

•必要なクラスタノードの数。

•すべてのクラスタノード1つの場所にインストールするかどうか、または地理的冗長性を
提供するために、WAN経由で接続されている別の地理的サイトのノードをインストール
するかどうか。スケーラビリティの詳細については、巨大クラスタを参照してください。

IM and Presenceのクラスタトポロジ
IM and Presence Serviceを展開する場合、インストールを開始する前に、標準展開（Unified
CommunicationsManager上の IM and Presence Service）または IM and Presence集中型クラスター
展開のいずれかを決定する必要があります。

説明IM and Presenceの展開

IMおよび Presence Serviceクラスタノードは、Unified
Communications Managerテレフォニークラスタがインストー
ルされている物理サーバーにインストールされます。 IM and
Presenceクラスタは、テレフォニークラスタと同じプラット
フォームおよび多くの同じサービスを共有します。このオプ

ションでは、Unified CMテレフォニークラスタと IM and
Presenceクラスタの 1x1のマッピングが必要です。

基本的なインストールの順序は、有人インストール方法で述

べられた順序と同じです。詳細については、「インストール

方法」を参照してください。

ゼロタッチインストールの場合、すべての Unified
Communications Managerと IM and Presence Serviceクラスタ
ノードを 1つのプロセスで同時にインストールできます。

標準展開 (非集中型/分散型))
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab12/collab12/callpros.html#98004


説明IM and Presenceの展開

IM and Presence Serviceの中央クラスターはテレフォニークラ
スターとは別にインストールされ、別のハードウェアサーバー

に配置されている場合があります。この展開により、テレ

フォニークラスターと IMおよび Presenceクラスター間の 1x1
のマッピング要件が削除されます。これにより、テレフォ

ニーの展開と IM and Presenceの展開を別々にスケールするこ
とができます。

基本インストールの場合:

1. 中央クラスタにローカルのUnifiedCommunicationsManager
パブリッシャノードをインストールします。このノード

はテレフォニー展開の一部ではありません。ノードは、

中央クラスターのデータベースやユーザプロビジョニン

グのような機能を処理します。

2. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード
をインストールします。

3. 任意の IM and Presenceサブスクライバノードをインス
トールします。

ゼロタッチインストールの場合、ローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードと IM and Presence
Serviceの中央クラスタを単一のプロセスでインストールでき
ます。ただし、テレフォニークラスターは別にインストール

する必要があります。

詳細については、「一元的展開の設定」の章を参照してくだ

さい IM and Presence Serviceの設定および管理ガイド。

IMおよび Presenceの集中型ク
ラスタ展開

インストール方法
このガイドでは、Unified Communications ManagerおよびIM and Presence Serviceのインストール
方法について説明します。

これらのインストール方法は、以下のシナリオのいずれにおいても使用することができます。

•フレッシュインストール（新しいノードまたはクラスタの初回セットアップ、既存の展
開なし、既存の顧客データなし）。

•クラスタの拡張（新しいサブスクライバノードを既存のクラスタに追加）。

•古いバージョンからの直接移行。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイド』を参照してください。
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インストール方法

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html


説明インストール方法

有人インストール
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説明インストール方法

ネイティブのインストールウィザードのグラ

フィカルユーザーインターフェイス（GUI）
を使用する、Unified Communications Manager
またはIM and Presence Serviceの 1ノードの、
基本的で一般的なインストール。Unified
CommunicationsManagerには、アップグレード
中にパッチを適用するオプションのみが含ま

れています（これはたとえば、インストール

しているベースリリースにサービスアップ

デートを適用するために行います）。

この方法を使用してクラスタをインストール

するには、「有人インストール, on page 50」
の手順を順序に従って実行します。

• Unified Communications Managerパブリッ
シャノード

• Unified Communications Managerサブスク
ライバノード

• IM and Presence Serviceパブリッシャノー
ド

• IM and Presence Serviceサブスクライバ
ノード

この方法は、以下のいずれかのソフトウェア

メディアオプションで使用できます。

•物理インストール DVD。

• ISOフォーマットでの、ベースリリース
のブート可能インストーライメージ

（Cisco Commerce Workspace、My Cisco
Entitlements、またはCisco Business Edition
アプライアンスの工場出荷時プリロード

のいずれかから取得できます）。

•事前インストールアプリケーションを含
む展開用 OVA。この OVAフォーマット
ファイルは、Cisco Business Editionアプラ
イアンスの工場出荷時プリロードで取得

できるもので、完全にインストールされ

ていて、すぐに実行できるアプリケーショ

ンが含まれています。

•部分的にスキップインストールされた

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
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説明インストール方法

OVA。この OVAフォーマットファイル
には、インストールウィザードを一定箇

所まで進めてあるためにスキップでき、

部分的にインストールされたアプリケー

ションが含まれています。アプリケーショ

ンに応答ファイルを適用すれば、インス

トールが完了します。OVAフォーマット
ファイルは、MyCisco Entitlementsまたは
Cisco Business Editionアプライアンスの工
場出荷時プリロードで取得できます。

ラボや小規模展開など、自動化が要求

されず、手動インストールが許容され

る状況では、この方法を使用します。

Note

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
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説明インストール方法

単一ノードまたはクラスタのゼロタッチイン

ストール

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
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説明インストール方法

単一ノードの部分的に自動化されたインストー

ル、またはUnified Communications Managerお
よび IM and Presence Serverの複数のノードの
クラスタ全体のインストール。

単一ノードでは、この方法を使用して、基本

的な自動化が実現できます。最初にすべての

情報を入力しておき、その情報を使用してイ

ンストールウィザードを開始し、応答ファイ

ルを使用して残りのインストールを自動的に

完了させます

クラスタ全体のインストールでは、この方法

に基づき、応答ファイルを事前に作成します。

これにより、1つのシームレスなプロセスとし
て最小限の介入で実行できます。

この方法を使用して単一ノードまたはクラス

タをインストールするには、「非ゼロタッチ

インストールのタスクフロー, on page 65」の
手順に従います。

1. Unified Communicationsの応答ファイル生
成ツールを使用して、ノードごと、また

はクラスタ内ノードのの応答ファイルを

作成します。

2. これらすべての応答ファイルを既知の場
所に配置します。「ゼロタッチインストー

ルの応答ファイルの生成, on page 65」を
参照してください。

3. ノードまたはすべてのクラスタノードを
同時にパワーオンします。

この方法では、ネイティブのインストールウィ

ザードとの対話は必要ありません。ノードは

相互に通信し、各ノードは応答ファイルを読

み取って指示を受けます。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。この方法の使

用目的：

•さらなる自動化：クラスター全体の無人
インストール +ネイティブのインストー
ルウィザードとの対話なし。
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説明インストール方法

インストールの高速化：クラスタノード

の並列インストール。これは、インストー

•

ルするノードが多数ある大規模なクラス

ターで特に便利です。
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deployment（PCD）
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用し
て、Unified CommunicationsManagerおよび IM
and Presence Serverのクラスタをフレッシュイ
ンストール、ノードを追加、または直接移行

します。以下については、『Cisco Prime
Collaboration Deployment Administration Guide』
を参照してください。

•フレッシュインストールタスク（PCD
は、単一ノードまたはクラスターのゼロ

タッチインストールと同様の操作を実行

します）。

•タスクの編集/拡張 (PCDはタッチレスイ
ンストールと同様の操作を実行して単一

のノードを追加します)。

•移行タスク（PCDがクラスタ全体の直接
移行を実行する場合）。

この方法は、以下の場合に使用します。

•単一のクラスタまたは複数のクラスタの
複数のノードに関する支援が必要である

ため、別個の管理アプリケーションが許

容される場合。

•（PCD移行タスクのみ）以下の事柄を扱
うため、既存のインストールの再処理を

行っている場合。

•サイトの移動、ハードウェアの変更、
VMwareのアップグレード、アプリ
ケーションのバージョンのアップグ

レード、アプリケーションの再アド

レス指定、および直接アップグレー

ドよりも高い柔軟性が期待されるシ

ナリオなど。同じ移行の一部として

これらの要因の 2つ以上が関係する
状況が考えられます。

•クラスタを再構築、復元、または回
復する必要があるか、構成の変更を

元に戻す必要がある場合。ここでは、

Unified Communications Managerディ
ザスタリカバリソリューションが提

供できるものよりも柔軟なアプロー
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説明インストール方法

チを探しているとします。

•移行のダウンタイムまたは所要時間
を短縮するため、アプリケーション

の再アドレス指定と一時的なハード

ウェアフットプリントの追加の利用

は許容されます。

VMware OVFツールを使用すれば、単一ノー
ドまたはクラスタ全体の完全自動インストー

ルまたは直接移行を実行できます。

クラスタをインストールまたは直接移行する

には、「vAppプロパティとVMwareOVFツー
ルを使用した自動インストール, on page 70」
の手順に従ってください。

• VMware OVFツールを使用して、クラス
タノードごとにスキップインストール

OVAを作成します（応答ファイル生成
ツールを使用する代わりに、OVAパラ
メーターを入力します）。

•スキップインストール OVAを、すべて
のクラスタノードに同時に展開します。

•インストールは、単一ノードまたはクラ
スターのゼロタッチインストール、また

はデータインポートを使用した新規イン

ストールのように進められます。

スキップインストール OVAを使用するこの
方法がベストです。期間を最短にし、最高レ

ベルの自動化を実現できるからです。

クラスタのゼロタッチインストールまたはデー

タインポートを使用した新規インストールを

検討する要因に加えて、プログラムによるイ

ンストールまたは直接の移行方法が必要な場

合は、この方法を使用します。

VMware OVFツール
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説明インストール方法

この方法では、Prime Collaboration Deployment
Migrationタスクと同様のメカニズムを使用し
て、単一ノードまたはクラスタ全体の直接移

行を実行しますが、Unified Communications
Managerおよび IM and Presenceにネイティブ
であるという特徴があります。

クラスタを直接移行するには、「データイン

ポートでインストール, on page 74」のタスク
に従います。

•各クラスタノードで、古いバージョンの
データをエクスポートします。

•クラスタノードごとに、新しいバージョ
ンの新しい仮想マシンをプロビジョニン

グし、単一ノードまたは目的のクラスタ

ノードに対して、有人インストールまた

はゼロタッチインストールのいずれかを

実施します。インストールウィザードま

たはUnified Communicationsの応答ファイ
ル生成ツールで利用可能なデータイン

ポートオプションを使用します。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。

この方法は、PrimeCollaborationDeploymentな
どの個別の管理アプリケーションを必要とし

ない「ネイティブ」の直接移行に使用します。

個々のノードの移行のタイミングと順序をよ

り細かく制御できます。また、この方法では、

直接移行のためのアプリケーションの再アド

レス指定と一時的な追加のハードウェアフッ

トプリントの使用を回避することもできます。

データインポートを使用した新規インストー

ル

既存のUnified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceクラスタにノードを追
加する場合、以下のタスクを実行します。

新しいノードを既存のクラスターに追加する,
on page 75

ノードのインストール
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要件および制約事項
ここでは、Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceをインストールまた
はアップグレードするときに、システムが満たす必要のある要件と適用される制限事項につい

て説明します。

•デフォルトでは、システムが非 FIPSモードになっているときは、希望する場合、有効に
する必要があります。

•クラスタ上でFIPS、コモンクライテリア、または強化されたセキュリティモードを有効に
する前に、セキュリティパスワードの長さが最小 14文字である必要があります。旧バー
ジョンが FIPSを有効にしていた場合でもパスワードを更新します。

（注）

最新の Unified Communications Manager対応/サポートの ESXiバージョンについては、
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび https://www.cisco.com/c/dam/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照してください。

（注）

サブネットの制限

多数のデバイスを含む大きなクラスAまたはクラスBサブネットには、UnifiedCommunications
Managerをインストールしないでください。詳細は、 Cisco Collaboration System 12.xソリュー
ションリファレンスネットワーク設計 (SRND)を参照してください。

クラスタサイズ

クラスタ内のUnifiedCommunicationsManagerサブスクライバノードの数は、4つのサブスクラ
イバノードと 4つのスタンバイノード、合計 8つのサブスクライバを超えることはできませ
ん。 Unified Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバーおよびメディアサー
バーを含むクラスタ上のサーバーの合計数は 21を超えることはできません。

クラスター内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6です。

詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndの「Ciscoコラボレーションソリューション設

計ガイダンス」を参照してください。
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IPアドレスの要件
完全なコラボレーションソリューションは、多くのサービスが正しく機能するために DNSに
依存しているため、可用性の高いDNS構造を設定する必要があります。基本的な IPテレフォ
ニーを導入していて、DNSを使用したくない場合は、ゲートウェイおよびエンドポイントデバ
イスと通信するためにホスト名の代わりに IPアドレスを使用するようにUnifiedCommunications
Managerと IM and Presenceサービスを設定できます。

サーバが固定 IPアドレスを取得するように、静的 IPアドレスを使用するようにサーバを構成
する必要があります。静的 IPアドレスを使用することで、電話をネットワークに接続したと
きに、Cisco Unified IP Phoneをアプリケーションに登録することができます。

DNSの要件
次の要件に注意してください。

•混合モードのDNS導入はサポートされていません—Ciscoは混合モード導入をサポートし
ていません。 Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方が DNSを
使用するか、使用しないかのいずれかでなければなりません。

•展開で DNSを使用する場合、Unified Communications Managerかつ IM and Presence Service
で同じ DNSサーバを使用する必要があります。 IM and Presence Serviceと Unified
Communications Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムが異常な動作をす
る可能性があります。

•展開でDNSを使用しない場合、以下の [ホスト名/IPアドレス]フィールドを編集する必要
があります。

•サーバ—Cisco Unified CMの管理サーバ構成ウィンドウで、クラスタノードの IPア
ドレスを設定します。

• IM and Presence UCサービス—Cisco Unified CMAdministrationUCサービス設定ウィン
ドウで、IM and Presenceデータベースパブリッシャノードの IPアドレスを指す IM
and Presence UCサービスを作成します。

• CCMCIPプロファイル—Cisco Unified CM IM and Presence管理CCMCIPプロファイル
の設定ウィンドウで、任意の CCMCIPプロファイルからホストの IPアドレスを指定
します。

•マルチノードに関する考慮事項—IM and Presence Serviceでマルチノード機能を使用してい
る場合、DNS設定オプションに関するマルチノードの導入に関する項を IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイドで参照してください。

• DNSサーバがWindows2019以降で構成されているか、Linuxマシンで構成されているDNS
サーバを使用していることを確認します。
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ファイアウォールの要件

ポート 22への接続が開き、スロットリングされないようにファイアウォールを構成している
ことを確認してください。 Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクラ
イバノードのインストール中、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の
接続が立て続けに開きます。これらの接続を調整すると、インストールが失敗する可能性があ

ります。セキュリティ全般については、CiscoUnified CommunicationsManagerセキュリティガ
イドを参照してください。

ファイアウォール機能はアップグレードやインストールの失敗の原因となることが知られてい

るため、アップグレード中やインストール中は [侵入者/侵入検知]および/または [ブルート
フォース攻撃]機能を無効にすることを推奨します。

（注）

ポートの使用の詳細については、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの
「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用」の章を参照してくだ
さい。

プラットフォームの要件

このセクションでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Service
をデプロイする前に満たすべきプラットフォーム要件について説明します。

このリリースでは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceを直接サー
バーハードウェアにインストールすることはできません。これらのアプリケーションは、仮想

マシンで実行する必要があります。

仮想マシン上でソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の作業を行う

必要があります。

•プラットフォームを設定します。

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定します。

最新の Unified Communications Manager互換/サポート対象の ESXi
バージョンは、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照し
てください。

（注）

• Ciscoが提供するそのリリースに適した OVAファイルから仮想マシンを展開します。使
用するインストール方法によっては、追加の手順が必要です。
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サポートされるバージョン

同じクラスタ内の Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceノードは、
Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのリリースノートに記載さ

れているサポートビルドを実行している必要があります。

バージョンの不一致

このリリースは、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのこのリリースに
対して 2つの主要な展開オプションを提供します。

• IM and Presence Serviceの標準展開 - Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceの両方が展開に対してサポートされているバージョンを実行している必要がありま
す。バージョンの不一致はサポートされていません。

• IM and Presence Serviceの一元的展開: IM and Presence Serviceで一元的展開オプションを構
成している場合、 IM and Presence Service中央クラスタ内では、 とUnified Communications
Managerインスタンスと IM and Presence Serviceは同じバージョンを実行している必要があ
ります。ただし、セントラルクラスターが接続するテレフォニークラスターは、同じバー

ジョンを実行している必要はありません。

集中型 IM and Presence Serviceクラスターには、Unified CMパブ
リッシャノード、クラスター内の合計 7つのサーバ、3つの IM
andPresenceServiceサブクラスターペア（6つのサーバー）+Unified
CMパブリッシャノードが必要です。

（注）

ソフトウェアの制限事項

サードパーティー製またはWindowsベースのソフトウェアアプリケーションはインストール
または使用できません。このシステムでアップロードおよび処理できるソフトウェアは、シス

コによって提供され、デジタル署名がなされたものだけです。詳細については、SecurityGuide
for CiscoUnified CommunicationsManagerの「オペレーティングシステムとセキュリティのハー
ドニング」の章を参照してください。

すべてのソフトウェアのインストールとアップグレードは、Cisco Unified Communications
Operating System Administrationを使用して行う必要があります。

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのソフトウェア互換性について
の詳細は、『Cisco Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの互換性マトリク
ス』を参照してください。

ユーザ名とパスワードの要件

インストール中に、次のユーザ名とパスワードを指定する必要があります。
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•管理者アカウントのユーザ名とパスワード

•アプリケーションのユーザ名とパスワード

•セキュリティパスワード

管理者アカウント

管理者アカウントのユーザ名とパスワードを使用して、次の場所にログインします:

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム管理

• Disaster Recovery System

•コマンドラインインターフェイス

管理者アカウントのユーザ名とパスワードを指定するには、以下のガイドラインに従ってくだ

さい:

•管理者アカウントのユーザ名—管理者アカウントのユーザ名は、必ずアルファベット文字
で始まる必要があります。使用できるのは、英数字、ハイフン、アンダースコアです。

•管理者アカウントのパスワード—管理者アカウントのパスワードは、最低6文字必要で、
英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

コマンドラインを使用して、管理者アカウントのパスワードを変更したり、新しい管理者アカ

ウントを追加することができます。詳細については、『CommandLine InterfaceReferenceGuide
for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

[アプリケーションユーザ（Application User）]

UnifiedCommunicationsManagerをインストールするときに、アプリケーションのユーザ名とパ
スワードを入力する必要があります。アプリケーションユーザ名とパスワードを使って、シス

テムにインストールされているアプリケーション、特に以下の領域にアクセスします。

• Cisco Unified CM Administration

• Cisco Unified Serviceability

• Ciscoリアルタイム監視ツール

• Cisco Unifiedのレポート

アプリケーションのユーザ名とパスワードを指定するには、次のガイドラインに従ってくださ

い:

•アプリケーションユーザ名:アプリケーションユーザ名は、文字で始まる必要があり、英
数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

•アプリケーションユーザのパスワード—アプリケーションユーザのパスワードは最低6文
字必要で、英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。
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システムのアプリケーション名をアプリケーションユーザ名として使用しないでください。シ

ステムアプリケーション名を使用すると、データベースのインストール中にエラーが発生し、

インストールが失敗します。

システムアプリケーション名:

• CCMSysUser

• WDSysUser

• CCMQRTSysUser

• IPMASysUser

• WDSecureSysUser

• CCMQRTSecureSysUser

• IPMASecureSysUser

• TabSyncSysUser

• CUCService

注意

コマンドラインを使用して、アプリケーションユーザ名とパスワードを変更することができま

す。詳細については、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications
Solutions』を参照してください。

セキュリティパスワード

インストール中に、セキュリティパスワードを指定する必要があります。UnifiedCommunications
Managerシステムはこのパスワードを使用して、IM and Presence Serviceノードを含むクラスタ
内のノード間の通信を認証します。このパスワードはクラスター内のすべてのノードで同一で

ある必要があります。

セキュリティパスワードは最低 6文字必要で、英数字、ハイフン、および下線も使用できま
す。

パスワードの推奨事項

インストールウィザードは、強力なパスワードを入力するように確認します。強力なパスワー

ドを作成するには、次の推奨事項に従ってください。

•パスワードは最低 6文字必要で、英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

いずれかのクラスターでFIPS、CommonCriteria、または強化され
たセキュリティモードを有効にする予定の場合、セキュリティ

パスワードが少なくとも 14文字あることを確認する必要があり
ます。

（注）
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•印刷できない ASCII文字は使用できません。

• 1文字以上の英数字が含まれている必要があります。

•大文字と小文字を混在させる必要があります。

•文字と数字を混在させる。

•特殊記号を含める。

•短いパスワードよりも長いパスワードの方が強力で安全です。

次の種類のパスワードは使用しないでください。

•英数字のみを使用することはできません。

•英数字以外の文字は使用しないでください。

•数字と組み合わせた場合でも、固有名詞や辞書にある単語など、認識しやすい単語は使用
しないでください。

•認識可能な単語を反転しないでください。

• aaabbb、abc123、qwerty、zyxwvuts、123321などの語句や数字のパターンは使用しないで
ください。

•認識可能な他の言語の単語は使用しないでください。

•誕生日、郵便番号、子供の名前、ペットなど、いかなる種類の個人情報も使用しないでく
ださい。

インストールに必要な要件

Unified Communications Managerの所要時間

インストール前後の作業を除く、インストールにかかる時間は、サーバの種類により45から90
分ほどかかります。

IMおよび Presenceノードの所要時間

前後の作業を除く IM and Presence Serviceインストールの所要時間は、サーバの種類により異
なりますが、1サーバあたり約 45分から90分かかります。

ライセンス要件
以下のセクションでは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのライ
センス要件に関する情報を提供します。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
22

インストールの計画

インストールに必要な要件



スマートソフトウェアライセンシングの概要

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して
います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、

ライセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。 Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマートライセンシングでは次のことを実行できます。

•ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

•各ライセンスタイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによるライセ
ンス認証の更新

•ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる登録解
除

ライセンス認証は 90日間有効で、更新は 30日に 1回以上行われます。 Cisco Smart Software
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しないと、認証の期限は 90日
後に切れます。

Cisco Smart Software Managerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）

スマートライセンシングの導入オプションには、主に次の 2つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Managerサテライト
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Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Managerは、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。 Unified Communications Managerが直接またはプロキシサーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart SoftwareManagerによって、次のこ
とを行うことができます。

•ライセンスの管理およびトラック

•バーチャルアカウント間でのライセンスの移動

•登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシサーバを導入することができます。

Ciscoスマートソフトウェアマネージャに登録されている Unified Communications Managerを
15より前のリリースからリリース 15以降にアップグレードする場合、Cisco Unified
Communications Managerは製品インスタンスの Ciscoスマートソフトウェアマネージャ UIで
製品バージョンを 15に更新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerの詳細については、https://software.cisco.comに進みます。

Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Managerサテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Managerが直接 cisco.comに接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.comでホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.comに直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Managerサ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。

•接続（Connected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの直接の接続があ
る場合に使用されます。スマートアカウントの同期が自動的に実行されます。

•切断（Disconnected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの接続がない場
合に使用されます。 Smart Accountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする
必要があります。

Ciscoスマートソフトウェアマネージャサテライトに登録されている Unified Communications
Managerを15より前のリリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnified
Communications Managerは製品インスタンスの Ciscoスマートソフトウェアマネージャ UIで
製品バージョンを 15に更新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
24

インストールの計画

スマートソフトウェアライセンシングの概要

https://software.cisco.com


Cisco Smart Software Managerサテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.htmlに進みます。

ライセンスタイプ

ニーズをカバーするために、次のライセンスタイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提

供します。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフト

ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザ

ライセンス、ソフトクライアントが含まれています。 UCLは、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、

「http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.html」を参照してください。

Session Management Edition

Session Management Editionは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。UnifiedCommunicationsManagerと同じプ
ロセスを使用して Session Management Editionを登録し、Cisco Unified Communications
Managerが登録されている仮想アカウントまたは別の仮想アカウントに登録し、最小限の
ライセンス要件を満たすことができます。

特定ライセンス予約 (SDSL)に登録された SMEには、SDSL承認コードの生成中に CSSM
に予約された最小ライセンスセットが必要です。

（注）

製品インスタンスの評価モード

Unified Communications Managerは、インストール後 90日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）
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IMおよび Presenceサービスライセンス要件
IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスまたはソフトウェアバージョンライセンス
は不要です。ただし、ユーザを割り当て、割り当てられた各ユーザに対して IM and Presence
Serviceを有効にする必要があります。

Jabber for Everyoneでは、IMおよびプレゼンスサービス機能を有効にするために、エンドユー
ザーライセンスは必要ありません。詳細については、「Jabber forEveryone向けクイックスター
トガイド」を参照してください。

（注）

各ユーザーに関連付けたクライアントの数に関係なく、ユーザーごとに IMandPresenceService
を割り当てることができます。 IM and Presence Serviceをユーザーに割り当てると、そのユー
ザーは IMや空き状況の更新を送受信できるようになります。 IM and Presence Serviceが有効に
なっていない場合、ユーザーは IM and Presence Serviceサーバーにログインして他のユーザー
の空き状況を表示したり、IMの送受信を行うことができません。また、他のユーザーは彼ら
の空き状況を確認することができません。

次のいずれかのオプションを使用して、ユーザを IM and Presence Service有効にできます:

• [エンドユーザー設定（End User Configuration）]ウィンドウは、Unified Communications
Managerにあります。詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

•一括管理ツール (BAT)

• IM and Presence Serviceを、Unified CommunicationsManagerの [クイックユーザー/電話追加
（Quick User/Phone Add）]ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに割り
当てます。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。

IM and Presence Service機能には、User Connect Licensing（UCL）と Cisco Unified Workspace
Licensing（CUWL）の両方が含まれます。IMandPresenceService機能は、UnifiedCommunications
Manager IPテレフォニーユーザーでないユーザーも、Jabber for Everyoneのオファーで取得で
きます。詳細については、「Jabber for Everyone向けクイックスタートガイド」を参照してく
ださい。

必要なインストール情報
Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかをインストールする
際、特定の情報を提供する必要があります。この情報は、インストール中に手動で指定するこ

とも、応答ファイルを使って指定することもできます。クラスタにインストールする各サーバ

について、インストールプロセスを開始する前に、この情報を収集する必要があります。

インストールを開始する前に収集する必要がある情報を次の表に示します。
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一部のフィールドはオプションであるため、構成によっては適用されない場合があります。た

とえば、インストール中にSMTPホストをセットアップしないことにした場合、パラメータは
表示されたままになりますが、値を入力する必要はありません。

（注）

一部のフィールドは、ソフトウェアを再インストールしない限り、インストール後に変更する

ことができません。そのため、適切な値を入力するようにしてください。表の最後の列はイン

ストール後にパラメータを変更できるかどうかを示しています。変更可能な場合には、適切な

メニューパスまたはコマンドラインインタフェース (CLI)コマンドも記載しています。

このテーブルをコピーして、各サーバの入力内容を別のテーブルに記録しておくことをお勧め

します。これは、たとえ DMABackupInfo.infを使ってシステムを設定する場合でもです。

表 2 :必要なインストール情報

インストール後に編集可能説明構成データ

管理者の資格情報

不可

インストール後、追加の管理者アカウントを

作成することはできますが、元の管理者アカ

ウントのユーザ IDは変更できません。

管理者アカウントに割

り当てる名前を指定し

ます。

管理者ログイン

可

CLI: user admin パスワードの設定

管理者アカウントのパ

スワードを指定しま

す。

管理者パスワード

アプリケーションユーザの資格情報

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_name

システムにインストー

ルされているアプリ

ケーションのユーザID
を指定します。

アプリケーションユー

ザのユーザ名

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_password

システム上のアプリ

ケーションのパスワー

ドを指定します。

アプリケーションユー

ザパスワード

セキュリティパスワード
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インストール後に編集可能説明構成データ

はい。以下のコマンドを使用して、クラスター

内のすべてのノードのセキュリティパスワー

ドを変更できます。

CLI:ユーザーセキュリティのパスワード設定

クラスター内のサーバ

はセキュリティパス

ワードを使用して相互

に通信します。このパ

スワードを Unified
Communications
Managerパブリッ
シャーノードで設定

し、クラスター内の各

追加ノードをインス

トールするときに、

IMおよび Presence
ノードを含めて入力し

ます。

UnifiedCommunications
Managerのセキュリ
ティパスワード

証明書情報

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

組織

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

ユニット

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

Location

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

都道府県（State）

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名リクエスト

の作成に使用されま

す。

国（Country）

(オプション) SMTP
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

• Cisco Unified Communications Operating
Systemの管理で、[設定（Settings）] >
[SMTP]を選択し、SMTPホストフィール
ドに IPアドレスまたはホスト名を入力し
ます。

• CLI: set smtp [host]

送信メールに使用され

るSMTPホストの名前
を指定します。

電子通知を使用する場

合は、このフィールド

に入力する必要があり

ます。そうでない場合

は、空欄にしておくこ

とができます。

SMTPの場所

NICインターフェースの設定

可

CLI: set ネットワーク nic eth0 {auto
| {en|無効}} {速度| {10| 100}} {ハー
フデュプレックス| {ハーフ|フル}}

1000BASE-Tは自動ネゴシエーション
でのみ有効にできます。

（注）

仮想マシンはこのコマンドをサポート

していません。

（注）

イーサネットネット

ワークインタフェース

カード (NIC)速度の自
動ネゴシエーションを

有効にしない場合、

NIC速度 (10メガビッ
トまたは 100メガビッ
ト)を選択する必要が
あります。

NIC速度（CPU
Speed）

可

CLI: set ネットワーク nic eth0 {auto
| {en|無効}} {速度| {10| 100}} {ハー
フデュプレックス| {ハーフ|フル}}

1000BASE-Tは自動ネゴシエーション
でのみ有効にできます。

（注）

仮想マシンはこのコマンドをサポート

していません。

（注）

イーサネットネット

ワークインタフェース

カード (NIC)の二重設
定の自動ネゴシエー

ションを有効にしない

場合、NICの二重設定
([Full]または [Half])を
選択する必要がありま

す。

NIC二重
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI: set network mtu [size]

最大転送単位 (MTU)
は、このホストがネッ

トワーク上で転送する

最大パケットバイトを

表します。

この値は、ネットワー

クのリンクに設定され

ている最小のMTUサ
イズを超えることはで

きません。

デフォルト: 1500バイ
ト

MTUサイズ（MTU
Size）

MTU設定は、
クラスター内

のすべての

ノードで同じ

である必要が

あります。

（注）

ネットワーク情報

はい。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: set ネットワーク dhcp eth0 有
効

CLI: set ネットワーク dhcp eth0 無
効化 [ノード IP] [ネットマスク]
[ゲートウェイ IP]

DHCPを使用してサー
バ上のネットワーク設

定を自動的に構成する

場合は、[はい ]を選
択します。

[いいえ]を選択する
と、ホスト名、IPアド
レス、IPマスク、ゲー
トウェイ、およびDNS
構成を入力する必要が

あります。

DHCP

（Dynamic Host
Configuration Protocol）
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インストール後に編集可能説明構成データ

はい; Unified CommunicationsManagerノードに
ついては、次のいずれかを選択します:

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: ネットワークホスト名の設定

パラメータの入力が求められます。

Unified Communications Managerまたは IM and
Presence サーバのホスト名を変更するには、
「IPアドレス、ホスト名、『Administration
Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の [ドメイン名の変更]セクションで
参照してください。

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、こ

のマシンのホスト名を

入力する必要がありま

す。

ホストネーム
(Hostname)

はい; Unified CommunicationsManagerノードに
ついては、次のいずれかを選択します:

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

Unified Communications Managerまたは IM and
Presence サーバのホスト名を変更するには、
「IPアドレス、ホスト名、『Administration
Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の [ドメイン名の変更]セクションで
参照してください。

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、本

機の IPアドレスを入
力する必要がありま

す。

IPアドレス（IP
Address）
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、本

機の IPサブネットマ
スクを入力する必要が

あります。サブネット

マスクと IPアドレス
は、ネットワークアド

レスとホストアドレス

を定義します。

サブネットマスクは次

の形式を使用する必要

があります:
255.255.255.0

IPマスク（IP Mask）

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]を選択します。

• CLI: set ネットワークゲートウェイ
[addr]

DHCPが [いいえ]に設
定されている場合、

ゲートウェイアドレス

を入力する必要があり

ます。

ゲートウェイアドレス

(オプション) DNS

可

CLI: 設定する ネットワーク DNS プライマ
リ [アドレス]

ドメインネームサーバ

(DNS)がある場合、
IMと Presence はホス
ト名の解決を試みる際

にまずこの DNSサー
バと通信します。

DNSプライマリ

可

CLI: ネットワーク DNS セカンダリ [アド
レス] 設定する

プライマリ DNSサー
バに障害が発生する

と、 IM and Presence
はセカンダリ DNS
サーバへの接続を試み

ます。

DNSセカンダリ

可

CLI: [name] ネットワークドメインを設定

このマシンが配置され

ているドメインの名前

を表します

ドメイン（Domain）

タイムゾーン
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インストール後に編集可能説明構成データ

可

CLI: [zone] タイムゾーンを設定

ローカルタイムゾーン

が反映され、グリニッ

ジ標準時 (GMT)から
のオフセットです。お

使いのマシンの場所に

最も近いタイムゾーン

を選択します。

タイムゾーン（Time
zone）

ネットワークタイムプロトコル

可

Cisco Unified Communications Operating System
Administrationで、[設定（Settings）] > [NTP
サーバー]の順に選択します。

IMと Presenceパブ
リッシャーノードのイ

ンストール時に、外部

の Network Time
Protocol (NTP)サーバ
の IPアドレスを指定
する必要があります。
UnifiedCommunications
Managerパブリッシャ
ノードを NTPサーバ
として使用することを

推奨します。

NTPサーバ IPアドレ
ス

エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限

なしソフトウェア
Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのこのリリースでは、輸出制限
(K9)バージョンに加えて、輸出制限なし (XU)バージョンをサポートしています。

ソフトウェアの制限なしバージョンは、さまざまなセキュリティ機能を必要としない特定の顧

客のみを対象としています。制限なしバージョンは、一般的な導入を想定していません。

（注）

制限なしバージョンは制限付きバージョンと以下の点で異なります。

•ユーザペイロードの暗号化 (情報交換)はサポートされていません。

• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ていません。
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•制限なしリリースをインストールした後は、制限付きバージョンにアップグレードするこ
とはできません。無制限バージョンを含むシステムへの制限付きバージョンのフレッシュ

インストールもサポートされていません。

•単一クラスター内のすべてのノードは同じモードである必要があります。たとえば、同じ
クラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、すべて無制限
モードか、すべて制限モードである必要があります。

• IP電話のセキュリティ設定が変更され、シグナリングとメディア暗号化 (VPN電話機能に
より提供される暗号化を含む)が無効になります。

制限なしリリースをインストールした後では制限付きバージョンにはアップグレードできない

ことに注意してください。制限なしバージョンを含むシステム上で制限付きバージョンのフ

レッシュインストールを実行することは許可されていません。

（注）

すべてのグラフィックユーザインターフェース (GUI)およびコマンドラインインターフェース
(CLI)で、管理者は製品バージョンを表示できます (制限ありまたは輸出制限なし)。

次の表では、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのエクスポート制限な
しのバージョンでは利用できない GUI項目について説明しています。

説明LocationGUIアイテム

Cisco Unified CM管理

このメニューとそのオプショ

ンは利用できません。

高度な機能 > VPNVPNの設定

端末セキュリティモードが保

護なしに設定されているた

め、設定することはできませ

ん。

システム >セキュリティ > 電
話セキュリティプロファイル

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明LocationGUIアイテム

• XMPPクライアントから
IM/Pサービスのセキュア
モードを有効にする設定

を確認できません。

• [XMPPルータ間セキュア
モードを有効にする

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [ウェブクライアントで
IM/Pサービスセキュア
モードを有効化する

（Enable Web Client to
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• SIPクラスター内
Proxy-to-Proxy Transport
Protocolを TLSに設定す
るオプションが削除され

ました。

システム >セキュリティ > 設
定

セキュリティ設定

• Transport Preferred Order
パラメータのすべての

TLSオプションが削除さ
れました。

• TLSオプションが SIP
Route Header Transport
Typeパラメータから削除
されました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択し、
[サービス（Service）]として
[Cisco SIP Proxy]を選択しま
す。

Cisco SIP Proxyサービスの
サービスパラメータ設定
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説明LocationGUIアイテム

OCS/Lyncへのドメイン間フェ
デレーションを構成する場

合、エンタープライズ内の別

の OCS/Lyncとは直接フェデ
レーションできることしかで

きないことを示す警告ポップ

アップが表示されます。エン

タープライズ外部のOCS/Lync
へのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされていません。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーションドメイ
ン

セキュリティモードを設定す

ることはできません。 TLSな
しに設定されている。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

TLSまたはHTTPSリスナを優
先プロキシリスナとして設定

することはできません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定
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第 3 章

インストール前のタスク

• Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール前の作業（41ページ）
• Cisco AXL Webサービスの有効化（43ページ）
• DNS登録を確認する（44ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール前
タスク

手順

目的コマンドまたはアクション

計画の章を参照してください。次のこ

とを確認する確認します。

インストールの計画（3ページ）ステップ 1

•インストール方法を決定します。

•クラスタトポロジを決定します。

• IM and Presenceの場合、標準的な
導入と、IM and Presence Service中
央クラスタを含めるインストール

のどちらにするかを決定します。

•要件および制約事項を確認しま
す。

インストールを予定している各サー

バーのインストール要件を確認し、設

定内容を記録します。

必要なインストール情報（26ページ）ステップ 2

仮想マシンを作成します。ステップ 3 •基本 OVAを入手します。
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目的コマンドまたはアクション

リリース 15以降、OVAテ
ンプレートは、シスコ認証

証明書を使用して sha512
で署名され、OVAファイ
ルの改ざんがないことを確

認します。OVAを使用し
て新しい仮想マシンを作成

するときに「証明書が信頼

されていません」という警

告が表示されないようにす

るには、次の手順を実行し

ます。

1. https://www.cisco.com/
security/pki/codesign/に
アクセスします。

2. OVAファイルの署名に
使用される選択した証

明書の [発行者チェー
ン PKCS7（Issuer
Chain PKCS7）
（PEM）]ファイルを
ダウンロードします

（右クリックして [名
前を付けてリンクを保

存（ Save link as）]を
選択します）。使用さ

れる署名証明書は、ダ

ウンロードした OVA
ページの [ファイル情
報（File Information）]
に記載されています。

3. https://kb.vmware.com/s/
article/84240にある「解
決策」セクションの手

順に従って、これらの

証明書を vCenterに追
加します。

（注）

• Collab Sizing Toolを実行して、必
要な仮想マシンの数と各仮想マシ

ンの仕様を取得します。Collab
Sizing Toolを実行したくない場合
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目的コマンドまたはアクション

は、OVA readmeと OVAウィザー
ドのガイダンスに従って、事前定

義の開始点を選択します。これ

は、必要に応じて後で変更できま

す。

• Business Editionアプライアンスの
工場出荷時にプリロードされたス

キップインストール OVAからイ
ンストールする場合は、『Cisco
Business Edition 6000および 7000
の設置ガイド』を参照してくださ

い。

仮想マシンがアクセスできる場所にイ

ンストール ISOファイルを配置し、仮
インストール ISOファイルをマウント
します。

ステップ 4

想マシンの DVDドライブをファイル
にマッピングします。仮想マシンの電

源投入時に DVDドライブをマウント
するオプションを選択します。

仮想マシンをオンにすると、ISOがマ
ウントされ、インストールプロセスが

開始されます。この手順をすべて完了

するまで、インストールプロセスを開

始しないでください。

80ミリ秒の RTT要件の詳細について
は、『Cisco Unified Communications

サーバ間のリンクが80ミリ秒のラウン
ドトリップ（RTT）要件を満たしてお

ステップ 5

Solutions Reference Network Design』を
参照してください。

り、データベース複製に対応する十分

な帯域幅があることを確認します。

パブリッシャノードが NTPサーバと
の同期に失敗すると、サブスクライバ

パブリッシャノードで NTPステータ
スを確認します。

ステップ 6

ノードのインストールが失敗する可能

性があります。Unified Communications
Managerパブリッシャノードで、utils

ntp statusという CLIコマンドを実行
します。

ノードで発着信されるネットワークト

ラフィックを一時的に許可する（たと

次のファイアウォールの更新を実行し

ます。

ステップ 7

えば、これらのノードのファイア•ファイアウォールがノード間の
ルーティングパスにある場合は、

ウォールルールを IP any/anyに設定す
る）だけでは、必ずしも十分ではあり

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
39

インストール前のタスク

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-6000/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-6000/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-6000/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-implementation-design-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-implementation-design-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

ません。ファイアウォールが、タイム

アウトのために、ノード間で必要な

ファイアウォールを無効にしま

す。

ネットワークセッションを閉じる可能

性があります。
•インストールが完了するまでは、
ファイアウォールのタイムアウト

設定を大きな値にしておきます。

Unified Communications Managerをイン
ストールしているサーバー間でネット

ステップ 8

ワークアドレス変換（NAT）および
ポートアドレス変換（PAT）を実行し
ないでください。

ネットワークインターフェイスカード

（NIC）の速度とスイッチポートの二
NICの速度とデュプレックス設定を確
認します。

ステップ 9

重化設定が新しいサーバに設定する予

定のものと同じであることを確認しま

す。

GigE（1000/FULL）の場合、NICおよ
びスイッチポートの設定を Auto/Auto

に設定する必要があります。固定値を

設定しないでください。

PortFastを有効にすることで転送遅延
[スパニングツリープロトコル（STP）

シスコサーバに接続されているスイッ

チポートでは、すべて PortFastを有効
にしてください。

ステップ 10

の学習状態およびリッスン状態から転

送状態に変化するまで、ポートが待機

する時間]がなくなり、スイッチにより
ポートはブロック状態から転送状態に

すばやく切り替えられます。

詳細については、「DNS登録を確認す
る（44ページ）」を参照してくださ
い。

DNSを使用する場合、Unified
Communications Managerのインストー
ルを予定しているすべてのサーバが、

DNSで適切に登録されていることを確
認します。

ステップ 11

十分なライセンスがあることを確認し

ます。

ライセンス要件（22ページ）ステップ 12
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IM and Presence Serviceのインストール前の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

計画の章を参照してください。次のこと

を確認する確認します。

インストールの計画（3ページ）ステップ 1

•インストール方法とクラスタトポ
ロジを決定します。

• IM andPresenceの場合、標準的な導
入と、IM and Presence Service中央
クラスタを含めるインストールのど

ちらにするかを決定します。

•要件および制約事項を確認します。

Unified Communications Managerと IM
and Presenceソフトウェアのバージョン
に互換性があることを確認します。

サポートされるバージョンステップ 2

IM and Presence Serviceのインストール
と設定に必要なすべての情報を収集しま

す。

必要なインストール情報（26ページ）ステップ 3

クラスタ内のすべてのノードについて、

現在のリリースに推奨される仮想サーバ

仮想マシンを作成します。ステップ 4

テンプレート（OVAファイル）を使用
して仮想マシンを作成します。
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目的コマンドまたはアクション

リリース 15以降、OVAテンプ
レートは、シスコ認証証明書を

使用して sha512で署名され、
OVAファイルの改ざんがないこ
とを確認します。OVAを使用し
て新しい仮想マシンを作成する

ときに「証明書が信頼されてい

ません」という警告が表示され

ないようにするには、次の手順

を実行します。

1. https://www.cisco.com/security/
pki/codesign/にアクセスしま
す。

2. OVAファイルの署名に使用
される選択した証明書の [発
行者チェーンPKCS7（Issuer
Chain PKCS7）（PEM）]
ファイルをダウンロードし

ます（右クリックして [名前
を付けてリンクを保存（

Save link as）]を選択しま
す）。使用される署名証明

書は、ダウンロードした

OVAページの [ファイル情
報（File Information）]に記
載されています。

3. https://kb.vmware.com/s/article/
84240にある「解決策」セク
ションの手順に従って、こ

れらの証明書をvCenterに追
加します。

（注）

異なる OVAファイルを使用できます。
Unified Communications Managerを導入
している環境に基づいて適切な OVA
ファイルを選択します。詳細について

は、https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

それぞれの IM and Presence Serviceサー
バーが Unified Communications Manager

ネットワークの接続性を確認します。ステップ 5

のパブリッシャサーバーにネットワー

クアクセスできることを確認します。

他の IM and Presence Serviceサーバーか
ら Unified Communications Managerパブ
リッシャノードに pingを実行します。

CiscoAXLWebサービスが有効になって
いることを確認します。

Cisco AXL Webサービスの有効化（43
ページ）

ステップ 6

DNSを使用する場合は、DNSサーバー
で新しい IM and Presence Serviceサー

DNS登録を確認する（44ページ）ステップ 7

バーのホスト名を設定したことを確認し

ます。また、DNSサーバーが、Unified
Communications Managerパブリッシャ
サーバーのホスト名、および他の IMand
Presence Serviceサーバー（存在する場
合）のホスト名を解決できることを確認

します。

IM and Presence ServiceとUnified
Communications Managerで同じ
DNSサーバーを使用することを
推奨します。異なるDNSサーバ
を使用すると、システムの動作

に異常が発生する場合がありま

す。混合モードの導入はサポー

トされていないため、DNSを
Unified Communications Manager
と IM and Presence Serviceの両方
で使用するか、さもなければど

ちらでも使用しないようにする

必要があります。

（注）

Cisco AXL Webサービスの有効化
Cisco AXLウェブサービスが実行中であることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスにログインします。
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ステップ 2 [ツール（Tools）] > [サービスアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 3 [データベースおよび管理サービス]の下で、 Cisco AXLウェブサービスのステータスがアク
ティベートされていることを確認します。

ステップ 4 状況に無効化済みと表示されている場合は、隣のチェックボックスにチェックを入れ、[保存]
をクリックして有効にします。

DNS登録を確認する
トポロジで DNSを使用する場合、この手順に従います。以下の操作を実行して、追加される
すべてのサーバが DNSに適切に登録されていることを確認する必要があります。

手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 DNS名で各サーバに pingを送信するには、「 ping DNS_name」と入力します。

ステップ 3 IPアドレスで各サーバーを検索するには、 nslookup IP_addressを入力します。
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第 4 章

インストール方法

•インストール方法のタスクフロー（45ページ）
•有人インストールのタスクフロー（47ページ）
•非ゼロタッチインストールのタスクフロー（65ページ）
• vAppプロパティと VMware OVFツールを使用した自動インストール（70ページ）
•データインポートでインストール（74ページ）
•新しいノードを既存のクラスターに追加する（75ページ）

インストール方法のタスクフロー
以下のタスクフローのインストール方法のいずれかを選択します。

説明タスクフロー

次の展開のいずれかの基本インストールでは、この方法を使

用します。

• Unified Communications Managerテレフォニークラスタの
インストール

• IMおよび Presenceの標準展開 (分散型)

有人インストールのタスクフ

ロー（47ページ）

このタスクフローを使用して、UnifiedCommunicationsManager
または IM and Presence Serviceクラスタを手動の介入なしで動
的にインストールします。集中型または標準 (分散型) IM and
Presence展開に適用されます。

非ゼロタッチインストールの

タスクフロー（65ページ）

スキップインストールOVAを使用してUnifiedCommunications
Managerまたは IM and Presence Serviceクラスタをインストー
ルするには、この方法を使用します。

vAppプロパティと VMware
OVFツールを使用した自動イ
ンストール（70ページ）

[データインポートを伴うインストール]を使用して Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラス
タをインストールするには、このタスクを実行します。

Unified RTMTのインストール
（83ページ）
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説明タスクフロー

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタにノードを追加する場合は、これらのタスク
を完了します。

新しいノードを既存のクラス

ターに追加する（75ページ）

インストールウィザードの考慮事項

インストールを開始する前に、以下の情報を確認してください。

•インストールするサブスクライバーノードが、インストール中にパブリッシャ
ノードサーバに接続できることを確認してください。

•クラスタ内のすべてのUnified CommunicationsManagerサーバのソフトウェアバー
ジョンが同じであることを確認してください。クラスタ内のすべての IM and
Presence Serviceサーバーのリリース済みソフトウェアのバージョンが同じである
ことを確認してください。唯一の例外はクラスターソフトウェアのアップグレー

ド時で、一時的な不一致は許容されます。 IM and Presence Serviceノードをインス
トールする場合、Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence Serviceソ
フトウェアバージョンのメジャーおよびマイナーリリース番号が同じである必要

があります。

•既存のクラスタにをインストールしている場合は、インストール中に構成タスク
を実行しないでください。

•インストールプログラムの実行中に入力するディレクトリ名とファイル名では大
文字と小文字が区別されることに注意してください。

• IM and Presence Serviceのインストールについては、IM and Presence Serviceを集中
型クラスター展開または標準展開（非集中型/分散）のどちらでインストールして
いるかを確認してください。

インストールウィザード

次の表では、インストールウィザードの操作方法を示します。

表 3 :インストールウィザードのナビゲーション

これを押す実行する操作

タブ次のフィールドに移動

Alt-Tab前のフィールドに移動

スペースバーまたは Enterオプションを選択してください

上矢印または下矢印リストを上下にスクロールする
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これを押す実行する操作

スペースバーまたは Enterで [戻る]を選択す
る (利用可能な場合)

前のウィンドウに戻る

スペースバーまたは Enterで [ヘルプ]を選択
(利用可能な場合)

ウィンドウにヘルプ情報を表示する

インストールウィザードは次の文字をサポートしています:

•英数字: A-Z、a-z、および 0-9スペース

•スペースおよび # (最初の文字を除く)

•次の特殊文字のみ: \.,-_:;{}()[]

その他のすべての文字はサポートされていません。

（注）

有人インストールのタスクフロー
Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタをインストールするた
めに、基本の有人インストールプロセスを使用して以下のタスクを完了します。

• Unified Communications Managerテレフォニークラスタのインストール

•標準展開（非集中型/分散型）での IM and Presence Serviceのインストール。

インストールシナリオによっては、すべてのタスクを実行する必要がない場合もあります。た

とえば、すでに使用中の既存の Unified Communications Managerクラスタに IM and Presence
Serviceをインストールする場合、IM and Presence Serviceのインストールタスクを完了するだ
けで済みます。

（注）

事前準備

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）

IM and Presence Serviceのインストール前の作業（41ページ）

説明IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

Unified Communications
Managerのインストールを
開始します。

—有人インストール（50
ページ）

ステップ
1
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説明IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

インストールイメージを新

しいバージョンにアップグ

レードします。このオプ

ションのタスクは、Unified
CommunicationsManagerの
インストールでのみ利用で

きます。

—(オプション)以下のいずれ
かのタスクを実行します。

•ローカルソースからの
インストールイメージ

のアップグレード

（52ページ）

•リモートサーバからの
インストールイメージ

のアップグレード

（54ページ）

ステップ
3

インストールを構成して、

有人インストールのプロセ

スを続行します。

—有人インストールの設定

（56ページ）
ステップ
4

パブリッシャノードでソ

フトウェアを設定し、イン

ストールします。

—Unified Communications
Managerパブリッシャの設
定（58ページ）

ステップ
5

サブスクライバノードを

パブリッシャノードに追加

します。

—サブスクライバノードの

追加（62ページ）
ステップ
6

Unified Communications
Managerサブスクライバ
ノードにソフトウェアをイ

ンストールします。

—サブスクライバノードの

インストール（63ペー
ジ）

ステップ
7

IM and Presence Serviceの
インストールプロセスを開

始します。

有人インストール（50
ページ）

—ステップ
8

インストールを設定して、

IM and Presence Serviceの
有人インストールを続行し

ます。

有人インストールの設定

（56ページ）
—ステップ

10

IM and Presence Serviceデー
タベースパブリッシャ

ノードを設定し、インス

トールを完了します。

IMおよび Presenceパブ
リッシャの設定（61ペー
ジ）

—ステップ
11
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説明IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

Unified Communications
Managerパブリッシャノー
ドで、IM and Presence
Serviceサブスクライバを
追加します。

—サブスクライバノードの

追加（62ページ）
ステップ
12

IM and Presence Serviceの
サブスクライバノードにソ

フトウェアをインストール

します。

サブスクライバノードの

インストール（63ペー
ジ）

—ステップ
13

IM and Presence Centralクラスタのインストール(出席者インストール)
これらのタスクを完了し、基本有人インストールを使用して IM and Presence Service集中型展
開をインストールします。

• Unified CMパブリッシャ (非テレフォニー) - IMおよび Presenceの中央クラスタでは、デー
タベースとユーザのプロビジョニングのために、中央クラスタ内にローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードが必要です。このノードはテレフォニーを処
理しません。サブスクライバノードをインストールする必要はありません。

• IM and Presence Service中央クラスタ

非集中/分散（標準）展開での IM and Presence Serviceの基本インストールについては、インス
トール方法のタスクフロー（45ページ）に従い、テレフォニーと IM and Presence Serviceク
ラスタの両方をインストールします。

（注）

説明IM and Presence Service中
央クラスタ

Unified CMパブリッシャ (非
テレフォニー)

Unified CMパブリッシャ
ノードのインストールプロ

セスを開始します。

—有人インストール（50
ページ）

ステッ

プ 1

基本インストールをインス

トールします。

—有人インストールの設定

（56ページ）
ステッ

プ 2

Unified CMパブリッシャ
ノードを設定します。

—Unified Communications
Managerパブリッシャの設
定（58ページ）

ステッ

プ 3
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説明IM and Presence Service中
央クラスタ

Unified CMパブリッシャ (非
テレフォニー)

IM and Presence中央クラス
タのインストールプロセス

を開始します。

有人インストール（50
ページ）

—ステッ

プ 4

IM and Presence Serviceの基
本インストールプロセスを

続行します。

有人インストールの設定

（56ページ）
—ステッ

プ 5

IM and Presence Serviceデー
タベースパブリッシャノー

ドを設定します。

IMおよび Presenceパブ
リッシャの設定（61ペー
ジ）

—ステッ

プ 6

Unified CMパブリッシャ
で、IM and Presence Service
サブスクライバノードを追

加します。

—サブスクライバノードの追

加（62ページ）
ステッ

プ 7

IM and Presence Serviceサブ
スクライバへのインストー

ルを完了します。

サブスクライバノードのイ

ンストール（63ページ）
—ステッ

プ 8

有人インストール

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのインストールのための次の手順を
使用し、基本的なインストールプロセスを開始します。クラスタをインストールするか、また

は既存のクラスタにノードを追加する場合は、次の手順を使用できます。

Procedure

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

• VMware ESXiサーバーがホストする DVDドライブからインストールする場合は、インス
トール DVDをトレイに入れてサーバーを再起動し、DVDからサーバーを起動します。

•ローカルESXiホストまたはストレージエリアネットワーク（SAN）上にあるデータスト
ア ISOファイルからインストールする場合は、仮想マシンの CD/DVDドライブを編集し
てデータストア ISOファイルを選択します。電源投入時に接続するオプションを選択し、
仮想マシンを再起動します。OVAファイルを使用して仮想マシンを作成したときに ISO
を使用して仮想マシンを設定していた場合は、この手順をスキップして残りの手順を実行

します。

ソフトウェアがプリインストールされている Cisco Business Edition 6000/7000アプ
ライアンスから Unified CMまたは IM and Presenceサービスをインストールする場
合は、詳細について、『CiscoBusiness Edition 6000および 7000の設置ガイド』に直
接アクセスしてください。

Note
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サーバの起動シーケンス完了後、[DVDが検出されました（DVD Found）] ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 メディアチェックを実行するには、[はい（Yes）]をクリックします。または、[いいえ（No）]
をクリックして、メディアチェックをスキップします。

メディアチェックでは、DVDまたは ISOの完全性が検証されます。以前にその DVDまたは
ISOがメディアチェックに合格していた場合は、メディアチェックをスキップしてもかまい
ません。

ステップ 3 [Yes（はい）]を選択してメディアチェックを実行すると、[Media Check Result（メディア
チェックの結果）]ウィンドウが表示されます。

a) [メディアチェックの結果（Media Check Result）]で [パス（Pass）] と表示された場合
は、[OK]を選択してインストールを続行します。

b) メディアチェックに失敗した場合は、別のコピーを cisco.comからダウンロードするか、
別の DVDまたは ISOを直接 Ciscoから入手してください。

ステップ 4 [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウで、インストールする製品を選
択します。

• Unified Communications Manager：製品を選択し、[OK]をクリックします。

• IM and Presence Service：[OK]を選択します。

このウィンドウでは、使用するハードウェアでサポートされる製品のみが表示されま

す。サポートされる製品が1つしか存在しない場合は、インストールする製品の選択は
行いません。

Note

ステップ 5 Unified CMまたは IM and Presence Serviceソフトウェアが現在サーバーにプリインストールさ
れている場合は [ハードドライブの上書き（Overwrite Hard Drive）] ウィンドウが表示され、
ハードドライブ上の現在のソフトウェアのバージョンと DVDまたは ISOファイル上のバー
ジョンが表示されます。インストールを続ける場合は[はい（Yes）]、中止する場合は [いいえ
（No）]を選択します。

[Overwrite Hard Drive（ハードドライブの上書き）]ウィンドウで、[はい（Yes）]を選
択すると、ハードドライブにある既存のデータはすべて上書きされて消去されます。

Caution

[Platform Installation Wizard（プラットフォームインストールウィザード）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 6 [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]のウィンドウ
で、次のオプションのいずれかを選択します。

•基本インストールプロセスを続行するには、[続行（Proceed）]を選択し、この手順を続
行します。基本インストールプロセスを設定できます。

• [データインポートを使用してインストール（Install with Data Import）] を続行するに
は、[続行（Proceed）]を選択します。

データインポートを使用して、Unified Communications Managerおよび Instant Messaging
and Presence Serviceのインストールを設定することができます。
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•最初にソフトウェアをインストールし、後で設定する場合は、[スキップ（Skip）]を選択
します。インストールプロセスでは、ソフトウェアをインストールし、インストールが完

了した後に設定するように指示されます。この方法のインストールでは、合計時間が増え

る可能性があります。

ステップ 7 [追加のリリースを適用（Apply Additional Release）]ウィンドウで、インストールイメージと
メジャーリリースが同じで、新しい SUUnified CommunicationsManagerのバージョンがある場
合、インストールを新しいリリースにアップグレードすることを選択できます。このオプショ

ンは、IM and Presence Serviceには使用できません。

• [はい (Yes)] : Unified Communications Managerインストールイメージを新しいサービスリ
リースにアップグレードするには、このオプションを選択します。次の手順のいずれかを

実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 52

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 54

• [いいえ (No)]] : IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified
CommunicationsManagerをインストールする場合、かつインストールのイメージをアップ
グレードしたくない場合は、このオプションを選択します。

ステップ 8 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで [続行（Continue）]を選択し、ソフトウェ
アをインストールするかプレインストールソフトウェアを設定します。

What to do next

UnifiedCommunicationsManagerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードする
には、次の手順のいずれかを実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 52

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 54

基本的なインストールプロセスを続行する場合は、有人インストールの設定, on page 56。

ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード

インストールイメージより新しいバージョンがあり、インストールファイルを新しいバージョ

ンにアップグレードする場合は、UnifiedCommunicationsManagerのインストールに関するこの
オプションの手順を使用します。このオプションは Unified Communications Managerのインス
トールでのみ利用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバーに置いた場合は、リモートサーバからの
インストールイメージのアップグレード（54ページ）を参照してください。

（注）
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始める前に

必ず次のことを行ってください。

この手順を完了するには、有人インストール（50ページ）手順を完了し、パッチをローカル
ソースから適用する選択をしている必要があります。

（注）

•基本インストールを開始してください。ローカルソース経由でパッチを適用するオプショ
ンを選択します。詳細については、有人インストール（50ページ）を参照してくださ
い。

• Cisco.comから適切なパッチファイルをダウンロードします。アップグレードファイルか
ら ISOイメージを作成し、それを DVDにまたは仮想マシンの DVDドライブに配置する
必要があります。

手順

ステップ 1 [ローカルパッチ設定 ]ウィンドウが表示されたら、パッチディレクトリとパッチ名を必要に
応じて入力し、[ OK]を選択します。

[アップグレードパッチ選択検証のインストール（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウにパッチファイルが表示されます。このパッチでシステムを更新するには、[続行
（Continue）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムはパッチをインストールし、
アップグレードされたソフトウェアバージョンでシステムを再起動します。

システムの再起動後、 [既存の構成情報 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 インストールを続行するには、[続行（Proceed）]を選択します。

[プラットフォームインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 5 インストールを続行するには、続行またはキャンセルをクリックしてインストールを中止し
ます。

[続行（Proceed）]をクリックすると、[パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示され
ます。次のステップに進みます。

[キャンセル]をクリックすると、システムが停止し、安全にサーバの電源を切ることができま
す。

ステップ 6 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで [いいえ（No）]を選択します。

ステップ 7 [アップグレード ]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 8 [いいえ（No）]をクリックし、基本インストールの設定手順を実行します。

次のタスク

有人インストールの設定（56ページ）

リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード

インストールイメージより新しいバージョンがあり、インストールファイルを新しいバージョ

ンにアップグレードする場合は、Unified Communications Managerのインストールでこのオプ
ションの手順を使用します。このオプションは Unified Communications Managerのインストー
ルでのみ利用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバーに置いた場合は、ローカルソースからの
インストールイメージのアップグレード（52ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 オートネゴシエーションの設定を行います。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、 [はい]を選択します。このオプションは、自
動ネゴシエーションを使用して、イーサネットネットワークインタフェースカード (NIC)
の速度と二重設定を設定します。 [MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示され
ます。次の手順をスキップして続行してください。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシ

エーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。 [NIC速度およ
びデュプレックスの設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。次のステップに進みます。

ステップ 2 自動ネゴシエーションを無効にする場合は、適切な NIC速度と二重設定をここで手動で選択
し、[ OK ]を選択して続行します。

[MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ MTU設定 ]ウィンドウで、MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更
することができます。

最大転送単位 (MTU)は、このホストがネットワーク上で転送する最大パケットバイトを表し
ます。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値を使用してください。

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可
能性があります。

注意
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•デフォルト値 (1500バイト)を受け入れる場合は、 [いいえ]を選択します。

•オペレーティングシステムのデフォルトからMTUサイズを変更するには、[はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して、[OK]を選択します。

[ DHCP構成 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ネットワーク設定については、ノードに静的ネットワーク IPアドレスをセットアップするか、
動的ホスト設定プロトコル（DHCP）を使用するかを選択できます。静的 IPアドレスを推奨
します。 DHCPを使用する場合は、静的 DHCPを使用します。

•ネットワークに DHCPサーバが設定されていて、それを DHCPに使用したい場合は、 [は
い]を選択します。インストール時にネットワーク接続の確認が試みられます。

•ノードの静的 IPアドレスを設定する場合は、 [いいえ]を選択します。 [静的ネットワーク
設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 DHCPを使用しない場合は、静的ネットワーク構成値を入力して [ OK]を選択します。

[ DNSクライアントの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DNSを有効にするには、[はい]を選択し、DNSクライアント情報を入力して、[ OK]を選択
します。

システムがネットワークを構成して接続性を確認した後、[リモートパッチ構成]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 7 リモートファイルサーバの場所とログイン情報を入力します。システムはリモートサーバに接

続し、利用可能なアップグレードパッチの一覧を取得します。

アップグレードファイルが Linuxまたは UNIXサーバ上にある場合、ディレクトリパスの先頭
にスラッシュを入力する必要があります。例えば、アップグレードファイルがパッチディレク

トリにある場合、/patchesと入力する必要があります。

アップグレードファイルがWindowsサーバ上にある場合、FTPまたは SFTPサーバに接続して
いることになります。そのため、以下を含む適切な構文を使用します。

•スラッシュ (/)でパスを開始し、パス全体でスラッシュを使用します。

•パスはサーバの FTPまたは SFTPルートディレクトリから開始する必要があるため、ドラ
イブ文字で始まるWindows絶対パス (例えば C:)は入力できません。

[アップグレードパッチ選択検証のインストール（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムはパッチをダウンロード、解

凍、インストールし、アップグレードされたソフトウェアバージョンでシステムを再起動しま

す。

システムの再起動後、[事前のインストール設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 インストールを続行するには、 [続行]を選択します。
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[プラットフォームインストールウィザード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [続行]またはキャンセルを選択し、インストールを中止します。

[ [続行]]を選択しますと、[パッチの適用 ]ウィンドウが表示されます。次のステップに進み
ます。

[キャンセル]を選択すると、システムが停止し、安全にサーバの電源を切ることができます。

ステップ 11 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで [いいえ（No）]を選択します。

[ Windowsアップグレード ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [いいえ（No）]を選択し、有人インストールの設定（56ページ）基本インストールの設定手
順を実行します。

次のタスク

有人インストールの設定（56ページ）

有人インストールの設定

この手順を使用して、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの基本イ
ンストールを設定します。

始める前に

有人インストール（50ページ）

手順

ステップ 1 [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]ウィンドウで、サーバーの適切なタイムゾー
ンを選択し、[OK]を選択します。

自動ネゴシエーション設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 インストール時に、自動ネゴシエーションを使用して、イーサネットネットワークインター

フェイスカード (NIC)の速度と二重設定を自動的に設定することができます。この設定はイ
ンストール後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、 [はい]を選択します。

MTU設定ウィンドウが表示されます。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシ

エーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[なし（No）]を選択して次のステップに進みま
す。
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[NIC速度およびデュプレックスの設定（NIC Speed and Duplex Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 自動ネゴシエーションを無効にする場合は、適切な NIC速度と二重設定をここで手動で選択
し、[ OK ]を選択して続行します。

[MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [ MTU設定 ]ウィンドウで、MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更
することができます。

最大転送単位 (MTU)は、このホストがネットワーク上で転送する最大パケットをバイトで表
しています。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値の 1500バイトを使用
してください。

MTUサイズを正しく設定しないと、ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可
能性があります。

注意

•デフォルト値 (1500バイト)を受け入れる場合は、 [いいえ]を選択します。

•オペレーティングシステムのデフォルトからMTUサイズを変更するには、[はい]を選択
して新しいMTUサイズを入力し、[ OK]を選択します。

DHCP構成ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ネットワーク設定については、ノードに静的ネットワーク IPアドレスをセットアップするか、
動的ホスト設定プロトコル（DHCP）を使用するかを選択できます。静的 IPアドレスを推奨
します。 DHCPを使用する場合は、静的 DHCPを使用します。

•ネットワークに DHCPサーバが設定されており、さらに DHCPを使用したい場合は、 [は
い]を選択します。ネットワークが再起動され、[管理者ログイン設定 ]ウィンドウが表示
されます。

•ノードに静的 IPアドレスを設定する場合は、 [いいえ]を選択します。 [静的ネットワーク
設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DHCPを使用しない場合は、静的ネットワーク構成値を入力して [ OK]を選択します。

[ DNSクライアントの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [DNSクライアントの設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウで [はい（Yes）]をクリッ
クして DNSを有効にし、DNSクライアント情報を入力します。

ステップ 8 OKをクリックし、[基本インストール]の手順で以下のいずれかを選択します:

•続行：

• [続行]をクリックして新しい構成を使ってネットワークを再起動してください。管理
者ログインの設定ウィンドウが表示されます。

•管理者ログイン、[ユーザー名（User Name）]、および [パスワード（Password）]を
入力します。
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ユーザ名には必ず英数字を使用してください。CiscoUnifiedCommunicationsOperating
System Administration、コマンドラインインターフェイス、およびディザスタリカ
バリシステムに同じログイン情報を使用します。

（注）

•インポートするデータのソフトウェア位置

•リモートサーバ名または IP、エクスポートデータディレクトリ、リモートログイン
ID、リモートパスワード、およびパスワードの再確認を入力します。 [OK]をクリッ
クして新しい設定を使ってネットワークを再起動します。

ステップ 9 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウで、証明書署名リクエストの情報を入力
し、[OK]をクリックします。

ステップ 11 [第 1ノードの設定 ]ウィンドウで、このノードに割り当てる方法を選択します:

•はい:このノードを Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードとして指定
するには、このオプションを選択します。

•いいえ:このオプションを選択して、このノードを Cisco Unified Communications Manager
サブスクライバノードとして指定するか、または IM and Presence Serviceノードとして指
定します。

次のタスク

クラスタの最初のノードをインストールする場合、Unified Communications Managerまたは IM
and Presence Serviceのどちらをインストールするかに応じて、以下のいずれかの手順に進みま
す。

• Unified Communications Managerパブリッシャの設定（58ページ）

• IMおよび Presenceパブリッシャの設定（61ページ）

それ以外の場合は、サブスクライバーノードについては、サブスクライバノードの追加（62
ページ）をインストールします。

Unified Communications Managerパブリッシャの設定

この手順に従って、Unified Communications Managerソフトウェアをインストールする最初の
サーバをクラスタのパブリッシャノードとして設定します。有人インストールを完了し、有人

インストールを構成した後で、この手順を実行します。

パブリッシャノードでのみ Smart Call Homeを設定できます。（注）
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手順

ステップ 1 [ネットワークタイムプロトコルクライアントの設定ウィンドウ]が表示されます。

外部 NTPサーバを使用して、パブリッシャノードの正確なシステム時刻を保証することを推
奨します。クラスター内のサブスクライバーノードは、最初のノードから時間を取得します。

ステップ 2 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動で設定するかを選択します。

•外部NTPサーバをセットアップするには、[はい ]を選択し、1つ以上のNTPサーバの IP
アドレス、NTPサーバ名、または NTPサーバプール名を入力します。最大 5つの NTP
サーバを設定できますが、少なくとも 3つ使用することをお勧めします。 [続行]を選択し
てインストールを続行します。

システムは NTPサーバと通信し、ハードウェアクロックに自動的に時間を設定します。

[テスト ]ボタンが表示されたら、[テスト ]を選択して、NTPサーバにアクセスで
きるかどうかを確認することができます。

（注）

•システム時間を手動で設定するには、[いいえ ]を選択し、適切な日時を入力してハード
ウェア時計を設定します。 [ OK ]を選択してインストールを続行してください。

[データベースアクセスセキュリティの設定 ]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [必須のインストール情報]のセキュリティパスワードを入力します。

セキュリティパスワードは必ず英数字で始まり、6文字以上の長さが必要です。使用で
きるのは英数字、ハイフン、およびアンダースコアです。システムはこのパスワードを

使用してノード間の通信を許可します。このパスワードがクラスターのすべてのノード

で同一であることを確認する必要があります。

（注）

SMTPホスト設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 SMTPサーバを設定する場合は、[はい ]を選択して SMTPサーバ名を入力します。SMTPサー
バを設定しない場合は、[いいえ]を選択します。これにより、Smart Call Homeのホームペー
ジにリダイレクトされます。前のページに移動するには、戻るを選択してください。SMTP
設定に関する情報を参照するには、ヘルプを選択してください。

特定のプラットフォーム機能を使用するには、SMTPサーバを構成する必要がありま
す。ただし、プラットフォームの GUIまたはコマンドラインインタフェースを使用し
て、後で SMTPサーバを構成することもできます。

（注）

ステップ 5 [ OK]を選択します。

ステップ 6 [ SMART Call Home有効化 ]ウィンドウで、次のいずれかを選択して [OK]をクリックします:

•システム起動時の Smart Call Homeの有効化
•システム起動時の Smart Call Homeの有効化
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• Smart Call Homeの設定を後で行う—このオプションを選択すると、Cisco Unified
Serviceabilityインターフェイスを使用してインストール後に Smart Call Home機能を設定
します。

•システム起動時にSmart Call Homeを全て無効にする—このオプションを選択して、Smart
Call Home機能サービスを無効にします。インストール後に Cisco Unified Serviceabilityの
インターフェイスを使って再アクティベートすることができます。

ステップ 7 システムスタート時に Smart Call Homeを選択している場合は、次の操作を行ってください:

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロキシ経由のセキュアなウェブ (HTTPS)—このオプションを選択する場合、Call
Home情報が送信されるプロキシサーバのホスト名または IPアドレス、およびサーバ
が有効になっているポート番号を入力します。

•メール—このオプションを選択した場合、メールの送信に SMTPを設定しておく必要
があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数のメール受信者に送信するには、コンマで区切って
メールアドレスを入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [顧客連絡先情報 ]フィールドに顧客のメールアドレスを入力します。
d) [続行 ]をクリックするか、または [戻る ]を選択して前のメニューに戻ります。

[続行]をクリックすると、「レポート機能を含む」というメッセージが表示されます。こ
のため、Cisco はこの機能により、Cisco がお客様の Unified Communications

Manager クラスターから診断情報とシステム情報を受け取ることができます。 Cisco

は積極的なデバッグ、製品開発、またはマーケティングの目的でこの情報を使用する場合

があります。 この機能の詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7334/serv_home.html を参照して

ください。

セキュアなウェブ (HTTPS)プロキシ ]を選択しており、[続行]をクリックすると、
Smart Call Homeプロキシ設定ウィンドウが表示されます。

（注）

e) 確認をクリックして通常のインストールを続行するか、または [戻る ]を選択して Smart
Call Home有効化ページに戻ります。

ステップ 8 [システム起動時に匿名コールホームを有効にする ]を選択した場合は、次の操作を行います:

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロキシ経由のセキュアなウェブ (HTTPS)—このオプションを選択する場合、Call
Home情報が送信されるプロキシサーバのホスト名または IPアドレス、およびサーバ
が有効になっているポート番号を入力します。

•メール—このオプションを選択した場合、メールの送信に SMTPを設定しておく必要
があります。
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b) Call Homeメッセージのコピーを複数のメール受信者に送信するには、コンマで区切って
メールアドレスを入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [続行]をクリックして続行するか、前のメニューに戻るには [戻る]をクリックします。

[続行]をクリックすると、次のメッセージが表示されます。

Unified Communications Manager の操作性を向上させるため、[確認] をクリック

して、Cisco Systems がサーバから使用統計を安全に受信することを許可します。

Cisco はこの情報を使用して、顧客が当社の製品をどのように使用しているかを理解し、

最終的に製品の方向性を決定します。 参加したくない場合は、オプトアウトすることも

できます。

セキュアなウェブ (HTTPS)プロキシ ]を選択しており、[続行]をクリックすると、
Smart Call Homeプロキシ設定ウィンドウが表示されます。

（注）

d) [確認]をクリックして通常のインストールを続行するか、または [戻る ]をクリックして
Smart Call Home有効化ページに戻ります。

もしデータインポートと一緒にインストールを選択すると、[アプリケーションユーザ
構成 ]ウィンドウは表示されません。手順 11に進んでインストールを完了します。

（注）

ステップ 9 OKをクリックします。 [アプリケーションユーザの設定（ApplicationUserConfiguration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 10 [アプリケーションのユーザ名]と [パスワード]を入力し、それを再度入力して確認します。

ステップ 11 [ OK]を選択します。
[プラットフォーム構成の確認]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [ OK ]を選択してインストールを続行するか、または [戻る ]を選択してプラットフォーム設
定を変更します。

ソフトウェアのインストールと設定が行われます。サーバが再起動します。

インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインする

ようにプロンプトが表示されます。

次のタスク

サブスクライバーノードをインストールする場合は、サブスクライバノードの追加（62ペー
ジ）。

IMおよび Presenceパブリッシャの設定

この手順に従い、IM and Presence Serviceソフトウェアをインストールする最初のサーバーを
IM and Presenceクラスタのデータベースパブリッシャノードとして設定します。
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手順

ステップ 1 IM and Presenceデータベースパブリッシャノードをインストールして設定します。

ステップ 2 以下のサービスが実行中であることを確認します。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティベーションする必要がある場合は、Cisco Unified Serviceabilityの [ツール
（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]で実行できます。

次のタスク

サブスクライバノードの追加（62ページ）

サブスクライバノードの追加

サブスクライバノードにソフトウェアをインストールする前に、サブスクライバノードを

Unified Communications Managerパブリッシャノードに追加する必要があります。 Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかのサブスクライバノードを
インストールする前に、このタスクを完了しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択しま
す。

ステップ 3 サブスクライバーノードを追加します。

a) [新規追加]をクリックします。
b) [サーバータイプ（Server Type）]ドロップダウンリストから、実行しているインストール
に対応するノードタイプを選択します：Unified Communications Manager音声/ビデオノー
ド、または IM and Presence Serviceノード。

c) 完全修飾ドメイン名/IPアドレス ]フィールドに FQDNまたは IPv4アドレスを入力してく
ださい。

ノードの詳細を追加するときに、[説明]フィールドで一重引用符 (' ')を使用しない
でください。

（注）

d) これはオプションです。 IPv6を展開している場合は、[IPv6アドレス（IPv6 Address）]に
入力します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

f) 追加する各サブスクライバノードに対して、これらの手順を繰り返します。
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ステップ 4 （IMandPresenceServiceのみ）プレゼンス冗長グループを追加して、サブクラスタを定義しま
す。

a) CiscoUnifiedCMの管理から、[システム（System）]> [プレゼンス冗長グループ（Presence
Redundancy Groups）]を選択します。

b) [新規追加]をクリックします。
c) グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
d) [サーバー（Server）]ドロップダウンリストから、このグループに追加する IMandPresence

Serviceノードを選択します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

f) グループを作成するまで、この手順を繰り返します。クラスタには最大 3つのプレゼンス
冗長性グループがあり、各グループは 2つの IM and Presence Serviceノードで構成されま
す。

次のタスク

サブスクライバノードのインストール

サブスクライバノードのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブスクライバノードをイン
ストールする場合は、この手順を使用します。

始める前に

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceサブスクライバノードのいずれ
かにソフトウェアをインストールする前に、ノードを Cisco Unified Communications Managerパ
ブリッシャノードに追加する必要があります。詳細は、サブスクライバノードの追加（62
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 パブリッシャノードで Network Time Protocolを設定した場合、サブスクライバノードをイン
ストールする前に、それがNTPサーバと同期されていることを確認します。パブリッシャノー
ドのコマンドラインインターフェースから、utils ntp statusと入力します。出力がノードがNTP
サーバと同期されることを示していることを確認します。

パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていない場合、サブスクライバノードの
インストールは失敗します。

（注）

ステップ 2 [最初のノードの構成]ウィンドウで、警告を読み、最初のノードがパブリッシャノードとして
正しく構成されていることを確認します。サブスクライバノードのインストールを続行するに

は、[OK]をクリックします。

[ネットワーク接続テストの構成]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 サブスクライバノードのインストール中、システムはサブスクライバノードがパブリッシャ
ノードに接続できるかどうかを確認します。

•システムがネットワーク接続を確認した後でインストールを一時停止するには、[はい]を
選択します。

•インストールを一時停止せずに続行するには、 [いいえ]を選択します。

[第 1ノードアクセスの設定]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 パブリッシャノードの接続性情報を入力し、 [OK]を選択します。

システムはネットワーク接続を確認します。

システムがネットワーク接続を正常に確認した後にシステムを一時停止することを選択した場

合は、[第 1ノードへの接続に成功しました]ウィンドウが表示されます。 [続行]を選択してく
ださい。

ネットワーク接続性テストが失敗した場合、システムは常に停止し、戻ってパラメータ

情報を再入力できるようにします。

（注）

SMTPホストの構成ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 SMTPサーバを設定する場合は、[はい ]を選択して SMTPサーバ名を入力します。

オペレーティングシステムの特定の機能を使用するには、SMTPサーバを設定する必要
があります。ただし、オペレーティングシステムのGUIまたはコマンドラインインター
フェースを使用して、後で SMTPサーバを構成することもできます。

（注）

[プラットフォーム構成の確認]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [ OK ]を選択してソフトウェアのインストールを開始するか、または [戻る ]を選択して構成
を変更してください。

ステップ 7 インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインする
ようにプロンプトが表示されます。

次のタスク

Unified Communications Managerクラスタを新たにインストールしたばかりで、中央 IM and
Presenceクラスタ展開ではなく、標準の IM and Presence展開として同じクラスタに IM and
Presence Serviceをインストールしたい場合は、IM and Presence Serviceクラスタをインストール
するために有人インストール（50ページ）に戻ってください。

それ以外の場合は、インストール後のタスクに進んでください。

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（79ページ）

• IM and Presence Serviceのインストール後の作業（94ページ）
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非ゼロタッチインストールのタスクフロー
これらのタスクを完了すると、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceノー
ドまたはクラスタを、ゼロタッチインストール方法を使用して単一のプロセスでインストール

します。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）

IM and Presence Serviceのインストール前の作業（41ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を使用して、ネットワーク設定

で構成ファイル (clusterconfig.xmlおよび
ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成（65ページ）
ステップ 1

Platformconfig.xml)を生成します。ゼロ
タッチインストールプロセスはこれら

のファイルを使用して、単一ノードまた

は様々なクラスターノードをインストー

ルおよび構成します。

この手順を使用して応答ファイルから

ISOイメージを作成します。ゼロタッ
ISOイメージの生成（67ページ）ステップ 2

チインストールでこの ISOイメージを
使用します。

この手順を使用して ISOイメージをデー
タストアにアップロードします。

データストアに ISOイメージをアップ
ロード（68ページ）

ステップ 3

この手順を使用して、対応する VMに
UCアプリケーション ISOイメージをマ
ウントします。

ISOイメージを VMにマウント（68
ページ）

ステップ 4

単一ノードまたはクラスターのインス

トールを開始します。すべてのノード

ゼロタッチインストールを実行する

（69ページ）
ステップ 5

のインストールを同時に開始することが

できます。

ゼロタッチインストールの応答ファイルの生成

クラスタのゼロタッチインストールに応答ファイルを生成するには、この手順を使用します。

応答ファイル（clusterconfig.xmlと platformconfig.xml）には、インストールプロセスが各クラ
スタノードでインストールし、設定する設定情報が含まれます。
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始める前に

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのクラスタノードのアドレスを含
む、ネットワークトポロジをすでに計画している必要があります。

手順

ステップ 1 https://www.cisco.com/c/en/us/applicat/content/cuc-afg/index.htmlで、Cisco Unified Communications
Answer File Generatorアプリケーションにログインします。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]のセクションで、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択しま
す。

ステップ 3 [製品（Product）]のセクションから製品とインストールするバージョンを選択します。

ステップ 4 データインポートを使用した新規インストールを行う場合にのみ限り、[インポートするデー
タのソフトウェアの場所（Software Location of Data to Import）]セクションで、[インポート
するデータのソフトウェアの場所を設定する（Configure Software Location of Data to Import）]
チェックボックスをオンにして、リモート SFTPサーバーの詳細を設定します。それ以外の場
合は、このステップを無視してステップ5に進みます。詳細については、「データインポート
でインストール（74ページ）」を参照してください。

[インポートするデータのソフトウェアの場所を設定（Configure Software Location of Data to
Import）]チェックボックスをオンにすると、管理者資格情報、セキュリティパスワード、ア
プリケーションユーザー資格情報の各フィールドが無効になります。これらの詳細は、インス

トール中にソースノードデータからインポートされます。次のフィールドに入力します。

•リモートサーバー名または IP（Remote Server Name or IP）：ソースクラスタからエク
スポートされたデータを保存する Secure FTP（SFTP）サーバー。

•エクスポートデータディレクトリ（Export Data Directory）：エクスポートデータを含
むサーバーのディレクトリパス。

•リモートサーバーのログイン ID（Remote Server Login ID）：リモート SFTPサーバーか
らのデータ取得を許可します。

•リモートサーバーのパスワード（Remote Server Password）：英数字、ハイフン、および
下線を含めることができます。

ステップ 5 [クラスタ間の設定（Clusterwide Configuration）]の下の残りのフィールドにクラスタ設定の
詳細を入力します。

ステップ 6 [プライマリノード設定（Primary Node Configuration）]のフィールドにパブリッシャノード
の構成の詳細情報を入力します。

ステップ 7 [ダイナミッククラスタ設定の有効化（Dynamic Cluster Config Enable）]チェックボックスに
マークを付け、[ダイナミッククラスタ設定タイマー（Dynamic Cluster Config Timer）]フィー
ルドに値を時間単位で入力します。
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1つのプロセスに完全なクラスタをインストールする場合は、このチェックボックスを
オンにする必要があります。そうしなかった場合、CLIを介して後でこのオプションを
設定するか、パブリッシャノードをインストールした後、サブスクライバノードを手

動で追加する必要が生じます。

（注）

ステップ 8 [セカンダリノード設定（Secondary Node Configuration）]の下で、最初のサブスクライバノー
ドの詳細を入力し、[セカンダリノードの追加（）]をクリックします。

ステップ 9 すべてのサブスクライバノードを追加します。

ステップ 10 すべてのクラスタノードを追加したら、 [応答ファイルの生成（Generate Answer files）]をク
リックします。

ステップ 11 コンピュータに応答ファイルをダウンロードします。

ステップ 12 IM and Presence Serviceに対して、応答ファイルを生成するには、この手順を繰り返します。

次のタスク

ISOイメージの生成（67ページ）

ISOイメージの生成
この手順を使用して応答ファイルから ISOイメージを作成します。ゼロタッチインストール
で ISOイメージを使用します。

この手順では、WinImageを使用して ISOイメージを作成する方法を説明します。
https://www.winimage.com/download.htmからWinImageをダウンロードできます。

（注）

手順

ステップ 1 WinImageから、[ファイル（File）] > [新規作成（New）]を選択します。

ステップ 2 [標準]形式から [ 1.44 MB ]を選択し、[ OK]をクリックします。

ステップ 3 [メニュー画像]に移動して [挿入 ]を選択し、 platformConfig.xmlファイルを選択しま
す。

ステップ 4 ファイルをWinImageに挿入するように指示されたら、 [はい]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル] [ >名前を付けて保存]を選択します。

ステップ 6 次の命名規則を使用して、ファイルを ISOイメージ (.isoファイル)として保存します。

• Unified Communications Manager - ucm.iso
• IM and Presence Service- imp.iso

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
67

インストール方法

ISOイメージの生成

https://www.winimage.com/download.htm


ステップ 7 Unified Communications Managerクラスタと IM and Presence Serviceクラスタの両方に対してこ
れらの手順を繰り返します。

次のタスク

データストアに ISOイメージをアップロード（68ページ）

データストアに ISOイメージをアップロード
この手順を使用して ISOイメージをデータストアにアップロードします。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントを起動します。

ステップ 2 [設定 ]タブを選択します。

ステップ 3 [ストレージ]を選択します。

ステップ 4 データストアを右クリックして、データストアを参照します。

ステップ 5 移動先のディレクトリに移動して、[このデータストアにファイルをアップロード ]アイコン
をクリックします。

ステップ 6 ISOイメージをローカルフォルダーにアップロードします。

ステップ 7 [アップロード/ダウンロード ]警告メッセージで [はい]をクリックします。

ステップ 8 データストアブラウザウィンドウを閉じます。

次のタスク

ISOイメージを VMにマウント（68ページ）

ISOイメージを VMにマウント
この手順を使用して、対応するVMにUCアプリケーション ISOイメージをマウントします。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、仮想マシンを選択します。

ステップ 2 VMware Remote Console (VMRC)を開き、 CD/DVDドライブ 2をクリックします。

ステップ 3 データストアを参照して ISOイメージを見つけます。

ステップ 4 ファイルを選択して [ OK]をクリックします。

ステップ 5 [デバイスの状況（DeviceStatus）]で [接続済みおよび電源投入時に接続（ConnectedandConnect
at power on）]オプションを有効にします。
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ステップ 6 [オプション ]タブをクリックします。 [ブートオプション（Boot Options）]の下で、[BIOSへ
のエントリを強制する（Force entry to BIOS）]をオンにして、[OK]をクリックします。

ステップ 7 ノードをインストールする VMごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

ゼロタッチインストールを実行する（69ページ）

ゼロタッチインストールを実行する

ISOイメージをアプリケーション VMにマウントしたら、タッチレスインストールプロセス
を実行します。すべてのノードを同時にインストールできます。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、VMを右クリックし、[コンソールを開く]を選択します。コンソー
ルウィンドウが開きます。

ステップ 2 コンソールツールバーにある [パワーオン]アイコンをクリックして仮想マシンの電源をオンに
します。

ステップ 3 BIOS画面が表示されたら、次の起動順序を設定します。
a) CD-ROM
b) ハードドライブ
c) リムーバブルデバイス
d) ネットワーク

ステップ 4 設定を保存してコンソールを終了します。すぐにインストールが開始されます。

ステップ 5 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。すべてのクラスタノードは同時にインストー
ルできます。順番にインストールする必要はありません。

ステップ 6 アクティビティの完了を強調するために、仮想マシンから ISOの設定を削除してください。

次のタスク

Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（79ページ）

IM and Presence Serviceのインストール後の作業（94ページ）
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vAppプロパティと VMware OVFツールを使用した自動イ
ンストール

この機能は、「スキップ」構成ポイントまでインストールされたアプリケーションを含む、イ

ンストールスキップの Open Virtual Archive (OVA)ファイルを使用します。この時点で、アプ
リケーションは構成を受け入れてインストールを完了する準備ができます。VMwareOVFTool
は、スキップインストール OVAおよび[vAppプロパティを使用して、Unified CMおよび IM
and Presence Service設定パラメータを仮想マシンに展開し、挿入するために使用されます。応
答ファイルジェネレータまたは vFloppyイメージは使用されません。

展開 vAppオプションは、VMware Open Virtualization Format Tool (OVF)ツールからデスクトッ
プまたはウェブサーバに展開された仮想マシンで利用できます (アプリケーションはvCenterで
のみ利用できます)。 vAppオプションが有効になっている仮想マシンの場合、仮想マシンを
OVFテンプレートとしてエクスポートすると、vAppオプションが保持されます。管理者によ
る手動の介入なしで、スキップインストール OVAイメージだけで Unified CMクラスタ全体を
インストールできます。 vAppパラメーターを使用する必要があるのは、テンプレートを定義
し、vAppプロパティの値を設定し、VMware OVFツールを使用すると自動インストールにな
ります。スキップインストール OVAの展開中にすべての詳細を挿入することだけです。

新規インストールおよびデータインポートを伴う新規インストールは、この方法を使用してサ

ポートされています。このインストールは 2つの方法で展開できます:

• vAppオプションを使用した手動インストール：スキップインストールOVAをクラスタの
各ノードに手動で展開するには、UnifiedCMサーバー設定を入力するVMware埋め込み型
ホストクライアントまたは vCenterサーバーにログインします。

• VM Builderおよび VMware OVF Toolsを使用したゼロタッチインストール：プラット
フォーム skip-install-ova rpm/tarの一部として提供される VMビルダーツール（VMware
ラッパーツール）を、Unified CM設定パラメータ、スキップインストール OVA、および
各ノードの VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverの詳細を指定して実行しま
す。これにより、手動の介入なしで完全なクラスタインストールが実行されます。

vAppオプションを使用した手動インストール
このオプションにより、OVAをデスクトップまたはウェブサーバー上に配置する必要がある
VMware Embedded Host Clientまたは vCenter ServerでOVAを手動で展開することができます。

ウェブサーバからの OVA展開は vCenterにのみ適用できます。（注）
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vCenter経由でスキップインストールOVAを展開する際、カスタマイズテンプレートのファー
ストノードアクセス構成（サブスクライバーのみに設定する）（FirstNodeAccessConfiguration
(Set ONLY on SUBSCRIBERS)）フィールドに追加の用語が表示されます。たとえば、第 1

ノードへのアクセス設定（2 サブスクライバーに設定のみ）などです。このフィールド中の 2
設定という語は無視することをお勧めします。この語は vCenter構成設定から解析されるため
です。

（注）

このタスクは VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverバージョン 7.0 U3または 8.0
U1でのみサポートされています。

（注）

手順

ステップ 1 My Cisco Entitlementsから取得した後、インストールをスキップする OVAを展開します。

ステップ 2 VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverで、 [参照]ボタンを使用してデスクトップ
から OVAを展開するか、または URLを入力して、インターネットから OVAパッケージをダ
ウンロードしてインストールします。

ステップ 3 OVAがウェブサーバーに配置されている場合、それぞれの URLを入力します。たとえば、
http://10.xx.xx.xx/UCSInstall_UCOS_14.xxx.ovaのようにします。

ステップ 4 必要なUnifiedCM設定を入力し、クラスターの各ノードにスキップインストールOVA、VMware
Embedded Host Client、または vCenterを入力します。

設定はパブリッシャとサブスクライバノードで異なります。必須の設定の詳細を入力するに

は、必須インストール情報ヘルプページを参照してください。

このインストール方法では、Unified Communications Managerサブスクライバノードを 5
つまで、IM and Presence Serviceノードを 5つまで、Unified CMパブリッシャのユーザー
インターフェイスに追加できます。サブスクライバー (UnifiedCMまたは IMandPresence
Service)を追加する必要がある場合は、展開に応じてステップ 5または 6に従います。

（注）

ステップ 5 パブリッシャを含むクラスタ全体でゼロタッチインストールを実行するには、Unified
Communication Managerパブリッシャのユーザーインターフェイスで、[動的クラスタ設定を有
効にする（Dynamic Cluster Config Enable）]チェックボックスに必ずチェックを入れ、動的ク
ラスター構成タイマーフィールドに 1から 24の間の値を入力します。

ステップ 6 Unified CMパブリッシャのインストール完了後にクラスタにサブスクライバノードをインス
トールするには、次のいずれか 1つを実行します。

• CLIを使用して、Unified Communication ManagerパブリッシャのDynamic Cluster Config
タイマーオプションを有効にします。コマンドは「set network cluster subscriber
dynamic-cluster-configuration no-of-hours|default」です。 (または)
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• UnifiedCMパブリッシャノードのインストールが完了した後、UnifiedCMパブリッシャの
ユーザインターフェイスからサブスクライバノードを手動で追加します。

ステップ 7 フレッシュインストールとデータインポートを使ったインストールの場合、有人インストール
のタスクフロー（47ページ）に記載されているようにステップ 1から 6までの手順に従い、
ソースノードからデータをエクスポートします。データインポートでインストール（74ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 8 OVAイメージが仮想マシンに正常に展開されたら、仮想マシンの電源をオンにします。

インストールが進行中であることがわかります。クラスタ内の各サブスクライバノードについ

て、Unified CMのパブリッシャノードの IPアドレスとホスト名を指定して、手順 4を繰り
返します。サブスクライバノードは、複数の VMware Embedded Host Clientを開くことで、同
時にインストールできます。

OVA展開で DHCPが有効になっている場合、仮想マシンの電源をオンにする前に、仮
想マシンの編集設定に進み、MACオプションを手動に変更してください (デフォルト
ではこのオプションは自動です)。UnifiedCommunicationsManagerおよび IM and Presence
Serviceノードの IPアドレスおよびホスト名にマッピングする静的MACアドレスを
入力します。

（注）

VM Builderおよび VMware OVF Toolsを使用したゼロタッチインストー
ル

このタスクにより、構成パラメータを挿入するラッパーツールであるCiscoVMBuilderツール
を使用して、スキップインストール OVAを展開できます。

このタスクは VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverバージョン 7.0 U3または 8.0
U1でのみサポートされます。

（注）

始める前に

• Cisco VM Builderおよび VMware OVF Toolを実行するには Linuxサーバが必要です。

Cisco VM Builderツール（VMwareラッパーツール）および依存するツールは、.rpmファイル
（platform-skip-install-ovftool-1.0.0.0-1.x86_64.rpm）として、または g-zip圧縮された tarファイ
ル/tarボール（platform-skip-install-ovftool_v1.0.tar.gz.）としてバンドルされ、提供されます。
.rpm/tarのインストール方法については、ReadMeガイドを参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco VM Builderツールを任意の Linuxサーバにインストールします。それは SFTPサーバー
としても機能します。

ステップ 2 Unified Communications Managerと IM and Presence ServiceのOVA画像を同じサーバーにコピー
します。

ステップ 3 Cisco VM Builderツールを使用して、必要なUnified CM構成を設定し、スキップインストール
OVAを適用し、[インストール（Install）]のタイプに基づいて、クラスターの各ノードに
VMware Embedded Host Clientまたは vCenterを渡します。インストールには、新規インストー
ルまたはデータインポートを伴う新規インストールがあります。

設定はパブリッシャとサブスクライバノードで異なります。使用されるパラメータの詳細を

知るには、「vmbuilder --help」オプションを使用します。

このインストール方法では、Unified CMサブスクライバノードを 5つまで、IM and
PresenceServiceサブスクライバノードを 5つまで、UnifiedCMパブリッシャのCiscoVM
Builderツールに追加できます。サブスクライバー (Unified CMまたは IM and Presence
Service)を追加する必要がある場合は、展開に応じて手順 4または手順 5に従います。

（注）

ステップ 4 パブリッシャーを含むクラスタ全体にゼロタッチインストールを実行するには、[動的クラス
タ設定の有効化（Dynamic Cluster Config Enable）]パラメータを [はい（True）]に設定し、
Unified CMパブリッシャの Cisco VM Builderツールの動的クラスタ設定タイマーに 1-24の値
を入力します。たとえば、これらのパラメータの値を次のように設定します:
guest.dynamic_cluster_config=Trueおよび guest.cluster_config_timer=24。

ステップ 5 Unified CMパブリッシャのインストール完了後にクラスタにサブスクライバノードをインス
トールするには、次のいずれか 1つを実行します。

• CLI set network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration no-of-hours|defaultを使用
して、Unified Communication Managerパブリッシャのユーザーインターフェイスで [動的
クラスタ設定の有効化（Dynamic Cluster Config Enable）]オプションを有効にします。
(または)

•統一CMパブリッシャノードのインストールが完了した後、パブリッシャの統一 CMユー
ザーインターフェイスからサブスクライバノードを手動で追加します。

ステップ 6 Cisco仮想マシンBuilderツールは構成値を検証し、VMware EmbeddedHost Clientまたは vCenter
Serverに OVAを展開し、ノードの電源を自動的にオンにして、インストールを開始します。

必須パラメータおよびその他の制限の詳細については、「vmbuilder--help」オプションを参照
してください。

ステップ 7 クラスタ内の各サブスクライバノードに対して、ステップ 3を繰り返します。サブスクライ
バノードは、複数の SSH接続を開くことで、同時にインストールできます。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
73

インストール方法

VM Builderおよび VMware OVF Toolsを使用したゼロタッチインストール



ゼロタッチインストールでは、自動MACが任意の [IPアドレス（IP Address）]および
[ホスト名（Host Name）]を割り当てることができるため、DHCPはサポートされてい
ません。

（注）

データインポートでインストール
表に記載されているいずれかの方法を使用して、Unified Communications Managerを設定し、
IM and Presence Serviceのインストールと古いバージョンの Unified CMからのデータインポー
トを行います。

15の移行先バージョンへの直接移行でサポートされているソースリリースについては、Cisco
Unified Communications Manager IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイドを参
照してください。

データインポートを含むフレッシュインストールはドメイン名の変更をサポートしていませ

ん。宛先クラスタのパブリッシャノードで DNSが有効になっている場合、ドメイン名はソー
スクラスタと一致する必要があります。ドメイン名を変更する必要がある場合は、DNSが有
効になっていないパブリッシャに宛先クラスタをインストールし、インストールの完了後に

CLI経由でDNSを有効にします。サブスクライバーはDNSを有効にした状態でインストール
することができますが、サブスクライバをインストールする前にパブリッシャノード上の「シ

ステム >サーバ」エントリが正確であることを確認してください。

移行中にホスト名や IPアドレスを変更する場合は、サブスクライバをインストールする前に、
移動先クラスタのパブリッシャノードで「システム>サーバ」エントリを更新する必要があり
ます。

重要

始める前に

目的のソースシステムの各ノードで utilsシステムアップグレードデータエクスポートの開始
CLIコマンドを実行し、この手順を使用してインポートできるデータをエクスポートします。
ソースバージョンはRelease 10.5以降である必要があります。ソースバージョンがRelease 12.5
(1) SU5以降ではない場合、ソースシステムの各ノードに「ciscocm.DataExport」COPファイル
の最新バージョンをインストールする必要があります。

手順

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを [データインポートと共にインス
トール ]で設定するには、有人インストール（50ページ）ステップ 1から 6に従って操作
してください。その後、以下のいずれかの方法でインストール/インポートを完了します。
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参照先インストール方法

1. [プラットフォームインストールウィザー
ド（Platform Installation Wizard）]ウィ
ンドウで、[インポート（Import）]をク
リックして、Unified Communications
Managerおよび IM and Presence Serviceの
インストール中にSFTPサーバーからデー
タをインポートします。プレインストー

ルでインストールプロセスが開始され、

ノードが再起動されます。

2. 再起動後、アップグレード構成情報のイ
ンポート画面で OKをクリックします。

3. 基本インストールを続行するには、有人
インストールの設定（56ページ）を参照
してください。

有人インストール

非ゼロタッチインストールのタスクフロー

（65ページ）ステップ 1から 5の手順に従っ
てください。

単一ノードまたはクラスタのタッチレスイン

ストール

VM Builderおよび VMware OVF Toolsを使用
したゼロタッチインストール（72ページ）
ステップ 1から 7の手順に従ってください。

VMware OVFツール

新しいノードを既存のクラスターに追加する
新しいUnified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceサブスクライバノードを
既存のクラスタに追加するには、基本的な有人インストール、またはVMBuilderおよびVMware
OVF Toolsを使用したインストールのいずれかの方法を使用して、ノードを追加およびインス
トールします。追加する新しいノードは、サブスクライバノードとして設定する必要があり

ます。

有人インストール

追加のUnified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラスタノードの有人イ
ンストールの場合、以下のタスクを実行します。
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説明手順

詳細については、『『Administration
Guide for Cisco Unified Communications
Manager』』の「バックアップの管理」
の章を参照してください。

クラスターの完全バックアップを実行

します。

ステップ 1

インストールを開始します。有人インストール（50ページ）ステップ 2

インストールを構成して、有人インス

トールのプロセスを続行します。

有人インストールの設定（56ページ）ステップ 3

サブスクライバノードを Unified
Communications Managerパブリッシャ
に追加します。

サブスクライバノードの追加（62ペー
ジ）

ステップ 4

サブスクライバノードにソフトウェア

をインストールします。

サブスクライバノードのインストール

（63ページ）
ステップ 5

ゼロタッチインストール

追加の Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラスタノード、または
単一ノードのタッチレスインストールの場合、これらのタスクを完了します。

説明手順

詳細については、『『Administration
Guide for Cisco Unified Communications
Manager』』の「バックアップの管理」
の章を参照してください。

クラスターの完全バックアップを実行

します。

ステップ 1

インストールの応答ファイルを生成し

ます。タッチレスインストールプロセ

スは、応答ファイルを使用して、さま

ざまなクラスターノードをインストー

ルおよび構成します。

ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成（65ページ）
ステップ 2

応答ファイルから ISOイメージを作成
します。

ISOイメージの生成（67ページ）ステップ 3

ISOイメージをデータストアにアップ
ロードします。

データストアに ISOイメージをアップ
ロード（68ページ）

ステップ 4

ISOイメージを仮想マシンにマウント
します。

ISOイメージを VMにマウント（68
ページ）

ステップ 5

ソフトウェアをインストールします。ゼロタッチインストールを実行する

（69ページ）
ステップ 6
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ベーシックおよびタッチレスインストールに関するメモ

既存のクラスタに新しいノードをインストールした後で、CiscoCallManagerまたはCisco TFTP
サービスを利用する予定の場合は、クラスタ内のすべての電話を再起動して、最新の ITLファ
イルを取得することを推奨します。証明書信頼リスト（CTL）を使用している場合は、utils

ctl update CTLFileCLIコマンド（トークンレスCTLを使用）を実行してこのファイルを手動
で更新する必要があります。または、レガシー USBトークンを使用して CTLクライアント経
由でファイルを更新します。 CTLファイルを更新した後、電話を再起動して、最新の CTL
ファイルをダウンロードできるようにする必要があります。CTLファイルの詳細については、
『Cisco CTLClient Setup』の章を参照してくださいCiscoUnified CommunicationsManagerセキュ
リティガイド。

重要

•トレース収集サービスを再起動した場合に限り、既存のFQDNクラスタに追加された新し
いノードの RTMTのログを収集できます。トレース収集を再起動せずにUnified RTMTに
ログインすると、次のエラーメッセージが表示されます。

Server に接続できませんでした <new node name>。

•新しいノードをインストールする既存のクラスターで、IM and Presenceサーバーがサポー
トされているバージョンにアップグレードされていないか、または廃止されている場合、

次のエラーメッセージが表示されます。

「追加に失敗しました。 このクラスタに関連付けられた Cisco Unified IM &

Presence サーバーのアップグレードと移行は保留中（完了ではない）のようです。 こ

のクラスタにサーバーを追加する前に、すべての IM � Presence サーバーのアップグ

レードと移行が成功裏に完了したことを確認してください。 未使用の IM & Presence

アプリケーションサーバーがないか確認し、それらを削除してください。」

（注）

タッチレスインストールを使用して、複数の Unified Communications Managerと複数の IM and
Presence Serviceノードを同時にインストールすることはできません。次のシナリオがサポー
トされます。

•複数の Unified Communications Managerノードのみをインストールする

• 1つの Unified Communications Managerノード (パブリッシャー)と複数の IM and Presence
Serviceノードのみをインストールする

複数の Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceノードを同時にインス
トールする必要がある場合、上記のいずれかのシナリオを使用して、追加のノードを手動でイ

ンストールする必要があります。

（注）
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第 5 章

インストール後の作業

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（79ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール後の作業（94ページ）
•次の作業（96ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール後
の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

クラスタノードをアップグレードする

か、クラスタノードに COPファイル
将来のアップグレードと COPインス
トールで使用できるクラスタノードで

ソフトウェアの場所を構成します。

ステップ 2

をインストールする前に、すべてのク

ラスタノードで [ソフトウェアの場所
（Software Location）]フィールドを構
成する必要があります。ソフトウェア

の場所の詳細の設定の詳細について

は、リリース 12.5(1)SU6および 14SU2
以降の『Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence Serviceアップ
グレードおよび移行ガイド』の「クラ
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目的コマンドまたはアクション

スタソフトウェアの場所を設定する」

セクションを参照してください。

インストール後には、アプリケーショ

ンユーザーのパスワードをリセットす

ることを推奨します。

アプリケーションユーザパスワードの

リセット（82ページ）
ステップ 3

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
（RTMT）を使用して、Unified

Unified RTMTのインストール（83
ページ）

ステップ 4

Communications Managerと IM and
Presence Serviceをリアルタイムでモニ
タできます。

カーネルクラッシュがあれば、

kerneldumpユーティリティから、ク
Kerneldumpユーティリティの有効化
（84ページ）

ステップ 5

ラッシュの収集およびクラッシュをダ

ンプするメカニズムを利用できます。

システムおよびデバイスに必要なライ

センスがあることを確認します。

ライセンスをインストール（85ペー
ジ）

ステップ 6

定期的にバックアップを行うことを推

奨します。自動バックアップをセット

バックアップを構成する（85ページ）ステップ 7

アップすることも、任意の時点でバッ

クアップを起動することもできます。

オプション。デフォルトのロケールは

英語です。別のロケールを使用する場

新しいロケールをインストールする

（87ページ）
ステップ 8

合は、ダウンロードしてインストール

します。

既知の不具合を修正する、または

Unified Communications Managerに含ま
COPファイルのインストールのガイド
ライン（90ページ）

ステップ 9

れていない、使用したいカスタムデバ

イスのタイプに対するサポートを有効

にするには、インストール後に COP
ファイルをインストールする必要があ

ります。

北米番号計画（デフォルト）以外の北

米のダイヤルプランを使用する場合

ダイヤルプランをインストールするに

は、次のタスクを完了します。

ステップ 10

は、ダウンロードしてインストールす

る必要があります。
• COPファイルのインストール（90
ページ）

•事前作成済みダイヤルプランのイ
ンストール（91ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco CallManagerサービスを再起
動します（92ページ）

オプション。システムでセキュリティ

を有効にする場合、Cisco CTLクライ
セキュリティの有効化（92ページ）ステップ 11

アントをインストールし、混合モード

を有効にします。

オプション。Cisco Prime Collaboration
保証などのネットワーク管理システム

簡易ネットワーク管理プロトコルを設

定する（93ページ）
ステップ 12

を使用している場合は、SimpleNetwork
Management Protocolを有効にします。

Cisco Unified Communications Manager
仮想マシン（VM）設定でゲスト OS
バージョンに変更するため。

仮想マシン構成の仕様の変更（93ペー
ジ）

ステップ 13

この構成は、ネットワークトポロジ

に、クラスタ内の個々のノードのプラ

[HTTPリファラー/ホストヘッダーで
ホストの信頼できるリスト（Trusted
List of Hosts in HTTP Referer/Host

ステップ 14

イベート IPアドレスとともに外部イン
Header）]を設定し、Cisco Unified CM ターフェイス用に設定されたパブリッ
管理の [エンタープライズパラメータ ク IPアドレスがある場合に必要です。
（Enterprise Parameters）]ページでパブ それからUnified CMは、Unified CMへ
リック IPアドレスまたは DNSエイリ のアクセスを許可する前に、最初に
アスを追加していることを確認してく

ださい。
Unified CMクラスタで設定されたサー
バーを使用して、ホストヘッダーに存

在する IPアドレスまたはホスト名を検
証します。また、Unified CMへのアク
セスに使用されるDNSエイリアスを、
ホストの信頼済みリスト設定で設定す

る必要があります。たとえば、サー

バーが cm1.example.localであり、
phone.example.localを使用してサーバー
にアクセスする場合、

phone.example.localをホストの信頼済み
リスト設定に追加する必要がありま

す。

プライベート IPアドレスを使用するプ
ライベートネットワークから、Cisco
Unified CMの管理ユーザーインター
フェイスに移動し、[システム
（System）] > [エンタープライズパラ
メータ（Enterprise Parameters）]を選
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目的コマンドまたはアクション

択して、使用する外部 IPアドレスまた
は DNSエイリアスを設定します。

このアクティティの実行後には、すべ

てのWebページが正しくロードされる
ように Cisco Tomcatサービスを再起動
する必要があります。

アプリケーションユーザパスワードのリセット

インストール時に、すべてのアプリケーションユーザパスワードに、インストール時に入力し

たデフォルトのアプリケーションユーザパスワードが設定されます。インストール後にこれら

すべてのパスワードをリセットすることをお勧めします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーション
ユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザをクリックします。
アプリケーションユーザの詳細は、アプリケーションユーザ設定ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 新しいパスワードをパスワードとパスワードの確認フィールドに入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 各アプリケーションユーザに対してこの手順を繰り返します。
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Unified RTMTのインストール

•標準監査ユーザーと Standard CCM Super Usersの権限を持つ管理者だけがUnified RTMT機
能にアクセスできます。これらの権限のないアプリケーションユーザーが Unified RTMT
にログインした場合、コール制御検出（CCD）やServiceAdvertisement Framework（SAF）
などの機能の一部は期待どおりに機能しません。

•現在の Unified RTMT Downloadは、Unified Communications Manager、IM and Presence
Service、および Unity Connectionの以前のリリースをサポートしています。インストール
する Unified RTMTバージョンが、モニタ対象の製品と互換性があることを確認します。
使用している Unified RTMTバージョンがモニタ対象のサーバーと互換性がない場合、互
換性のあるバージョンをダウンロードするように求められます。

•コンピュータでは、実行する Unified RTMTの最後のインスタンスに基づいて、IPアドレ
スや Unified RTMTフレームサイズなどのユーザ設定を保存します。

（注）

始める前に

•現在の Unified RTMTでは、JREを実行する必要があります。システムに JREがインス
トールされていることを確認します（Java 1.8）。

•インストール用に CiscoRTMTPlugin.zipファイルをダウンロードします。

• Unified RTMTをWindows OSプラットフォームで実行するには、少なくとも 128 MBのメ
モリが必要です。Windows/LinuxOSプラットフォームでツールを実行するには、少なくと
も 300 MBのディスク領域が必要です。

LinuxマシンにインストールされたKDEまたはGNOMEクライア
ントを使用した Red Hat Linuxのインストール。

（注）

手順

ステップ 1 設定の管理インターフェイスの [プラグイン（Plug-ins）]ウィンドウに移動します。

アクセス方法インターフェイス（Interface）

Unified Communications Manager Administration
から、[アプリケーション（Application）] >
[プラグイン（Plugins）]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager
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アクセス方法インターフェイス（Interface）

Unified CommunicationsManager IM and Presence
Administrationから、[アプリケーション
（Application）] > [プラグイン（Plugins）]を
選択します。

Cisco Unified Communications Manager IM and
Presence Service

Cisco Unity Connection Administrationから、[シ
ステム設定（System Settings）] > [プラグイン
（Plugins）]の順に選択します。

Cisco Unity Connection

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 LinuxまたはMicrosoft Windowsオペレーティングシステムで実行されているクライアントに
Unified RTMTをインストールするには、Cisco Unified Real-Time MonitoringのWindowsおよび
Linuxツールの [ダウンロード（Download）]リンクから CiscoRTMTPlugin.zipをダウンロード
します。

Windows10以降にUnifiedRTMTをインストールすると、権限を持つ管理者のみがRTMT
を起動できます。

ヒント

ステップ 4 CiscoRTMTPlugin.zipをクライアント上の希望の場所にダウンロードします。

ステップ 5 Windows版をインストールするには、

a) CiscoRTMTPlugin.zipファイルを解凍します。
b) run.batファイルをダブルクリックします。

ステップ 6 Linux版をインストールするには、

a) CiscoRTMTPlugin.zipファイルを解凍します。
b) ファイルを抽出したら、コマンド chmod 755 run.shを実行して、run.shファイルにアクセ

ス許可を設定する必要があります。

c) run.shファイルをダブルクリックします。

run.batファイルまたはrun.shファイルのホームディレクトリにデスクトップショートカット

アイコンを追加できます。

（注）

Kerneldumpユーティリティの有効化
次の手順を利用してKerneldumpユーティリティをイネーブル化します。カーネルクラッシュ
が発生した場合、ユーティリティは、クラッシュの収集とダンプのメカニズムを提供します。

ローカルサーバまたは外部サーバにコアをダンプするユーティリティを設定できます。
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手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•ローカルサーバー上のカーネルクラッシュを破棄するには、utils os kerneldump enable

CLIコマンドを実行します。
•外部サーバにカーネルクラッシュをダンプするには、外部サーバの IPアドレスを指定し
て utils os kerneldump ssh enable <ip_address> CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 サーバをリブートします。

ライセンスをインストール

必要なライセンスを取得していることを確認してください。

Unified Communications Managerの要件

Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトを使用して、Unified
Communications Managerのライセンスを管理します。ライセンスの取得方法の詳細について
は、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの "Smart Software Licensing"の
章を参照してください。

IM and Presence Serviceの要件

IM and Presence Serviceは、サーバーライセンスまたはソフトウェアバージョンライセンスを
必要としません。

バックアップを構成する

定期的にバックアップを実行することをお勧めします。ディザスタリカバリシステム（DRS）
を使用して、クラスタ内のすべてのサーバのデータを完全にバックアップできます。自動バッ

クアップをセットアップすることも、任意の時点でバックアップを起動することもできます。

手動バックアップを開始するか、バックアップスケジュールを設定することができます。詳細

については、『『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』』の「システ
ムのバックアップ」の章を参照してください。

ロケールのインストール

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを設定して複数の言語をサポートす
ることができます。インストール可能なサポート言語の数に制限はありません。

Ciscoは、Unified Communications Managerロケールインストーラのロケール固有のバージョン
と IM and Presence Serviceロケールインストーラを www.cisco.comで提供しています。このロ
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ケールインストーラはシステム管理者がインストールします。このインストーラを使用する

と、ユーザーがサポートされているインターフェイスを使用するときに、選択した翻訳済みテ

キストまたはトーン（使用可能な場合）を表示または受信できます。

Unified Communications Managerまたは IM & Presence Serviceのアップグレードの場合、すべて
のアップグレードと移行が完了した後で、ロケールをインストールする必要があります。アッ

プグレードの場合、デフォルトでインストールされる米国英語を除き、使用しているすべての

ロケールを再インストールする必要があります。 Unified Communications Managerノードまた
は IM and Presence Serviceノードのメジャーマイナーバージョン番号に一致するロケールの最
新バージョンをインストールします。

クラスタのすべてのノードに Unified Communications Managerをインストールし、データベー
スをセットアップした後で、ロケールをインストールします。 IM and Presence Serviceノード
に特定のロケールをインストールする場合、最初に Unified Communications Managerクラスタ
の同じ国の Unified Communications Managerロケールファイルをインストールする必要があり
ます。

ソフトウェアのアップグレードが完了したら、次のセクションの情報を使用して、Unified
Communications Managerノードと IM and Presence Serviceノードにロケールをインストールし
ます。

ユーザロケール

ユーザロケールファイルは、特定の言語と国に関する言語情報が含まれます。ユーザロケー

ルファイルは、ユーザが選択したロケールの電話機表示用の翻訳済みテキストとボイスプロ

ンプト（使用可能な場合）、ユーザアプリケーション、およびWebページを提供します。こ
れらのファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-language-country-version.cop (Unified Communications Manager)

• ps-locale-language_country-version.cop（IM and Presence Service）

ネットワークロケール

ネットワークロケールファイルは、電話トーン、アナンシエータ、ゲートウェイトーンなど、

さまざまなネットワーク項目の国固有のファイルを提供します。複合ネットワークロケール

ファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-combinednetworklocale-version.cop (UnifiedCommunicationsManager)

1つのロケールインストーラに複数のネットワークロケールが組み合されている場合がありま
す。

ロケールファイルは、ソフトウェアアップグレードをインストールする場合と同じプロセス

を使用して、ローカルソースまたはリモートソースからインストールできます。クラスタの

各ノードに、複数のロケールファイルをインストールできます。クラスタ内のすべてのノー

ドをリブートしないと、変更は有効になりません。クラスターのすべてのノードにすべてのロ

ケールをインストールするまでは、ノードを再起動しないことを強く推奨します。通常の業務

時間後にノードをリブートして、コール処理の中断を最小限にとどめてください。
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新しいロケールをインストールする

この手順を使用して、Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceに新しい
ロケールをインストールします。両方の製品にロケールをインストールする場合、次の順序で

すべてのクラスターノードにロケールをインストールします。

1. Unified Communications Managerパブリッシャノード

2. Unified Communications Managerサブスクライバノード

3. IM and Presenceデータベースパブリッシャノード

4. IM and Presenceサブスクライバノード

始める前に

新しいロケールをインストールする前に、すべてのクラスタノードで Unified Communications
Managerまたは IM and Presence Serviceのインストールまたはアップグレードが完了している
ことを確認してください。

手順

ステップ 1 cisco.comでお使いのリリースのロケールインストーラーを検索します。

• Unified Communications Managerの場合は、 https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=268439621&i=rm

• IM and Presence Serviceの場合は、https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rmに移動します。

ステップ 2 お使いのリリースのロケールインストーラを、SFTPをサポートするサーバにダウンロードし
ます。

ステップ 3 管理者アカウントを使用して Cisco Unified OS Administrationにログインします。

ステップ 4 [Software Upgrades（ソフトウェアアップグレード）] > [Install/Upgrade（インストール/アッ
プグレード）]を選択します。

ステップ 5 [ソフトウェアインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
次のフィールドを入力します。

•ソースでリモートファイルシステムを選択します。
• [ディレクトリ（Directory）]に、ロケールインストーラを保存したディレクトリへのパス
を入力します。

• [サーバー（Server）]フィールドに、リモートファイルシステムのサーバー名を入力しま
す。

•リモートファイルシステムの資格情報を入力します。
• [トランスファープロトコル（Transfer Protocol）]ドロップダウンメニューで、[SFTP]を
選択します。転送プロトコルには SFTPを使用してください。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 サーバにロケールをダウンロードしてインストールします。

ステップ 8 サーバを再起動します。更新はサーバの再起動後に有効になります。

ステップ 9 すべての Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタノードで順番
にこの手順を繰り返します。

すべてのクラスターノードに新しいロケールがインストールされるまで、エンドユーザのユー

ザロケールをリセットしないでください。 Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceの両方のロケールをインストールする場合、ユーザーのロケールをリセットする前に、
両方の製品のロケールをインストールする必要があります。 IM and Presence Serviceのロケー
ルインストールが完了する前にエンドユーザーが電話言語をリセットした場合などの問題が発

生した場合、セルフケアポータルを使用して電話言語を英語にリセットするようにユーザーに

依頼します。ロケールのインストールが完了したら、ユーザは電話の言語をリセットすること

ができます。または、一括管理を使用して、ロケールを適切な言語に一括で同期できます。

（注）

次のタスク

すべてのクラスターノードのロケールのインストールが完了したら、エンドユーザは新しい

ユーザロケールの使用を開始できます。

エラーメッセージ

ロケールインストーラをアクティベーションするときに発生する可能性のあるメッセージの説

明については、次の表を参照してください。エラーが発生した場合は、インストールログに

あるメッセージを表示できます。

表 4 :ロケールインストーラのエラーメッセージと説明

説明メッセージ

このエラーは、システムがデータベー

スに追加するユーザロケール情報を

含むCSVファイルを見つけられない
場合に発生します。これはビルドプ

ロセスでのエラーを示します。

[LOCALE] File not found:
<language>_<country>_user_locale.csv, the user locale has not
been added to the database.

このエラーは、システムがデータベー

スに追加するネットワークロケール

情報を含むCSVファイルを見つけら
れない場合に発生します。これはビ

ルドプロセスでのエラーを示します。

[LOCALE] File not found: <country>_network_locale.csv, the
network locale has not been added to the database.

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
88

インストール後の作業

エラーメッセージ



説明メッセージ

このエラーは、 Unified
Communications Managerアプリケー
ション installdbが必要であるために
発生します。CSVファイルに含まれ
る情報を読み取り、 Unified
Communications Manager データベー
スに正しく適用します。このアプリ

ケーションが見つからない場合、

Unified Communications Managerと一
緒にインストールされていない（可

能性は非常に低い）か、削除されて

いるか（可能性が高い）、ノードに

Unified Communications Managerがイ
ンストールされていない（可能性が

最も高い）のいずれかです。ロケー

ルのインストールが終了します。デー

タベースに保持される正確なレコー

ドがなくてもロケールは機能しない

ためです。

[LOCALE] CommunicationsManager CSV file installer installdb
is not present or not executable.

これらのエラーは、システムがチェッ

クサムファイルの作成に失敗した場

合に発生します。原因としては、Java
実行ファイルの
/usr/local/thirdparty/java/j2sdk/jre/bin/java
が存在しない、Javaアーカイブファ
イルの
/usr/local/cm/jar/cmutil.jar
が存在しないか損傷している、Java
クラスの com.cisco.ccm.util.Zipperが
存在しないか損傷していることなど

が考えられます。これらのエラーが

発生する場合でも、Cisco Unified
Communications Manager Assistantを
除いてロケールは引き続き正常に動

作します。この場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantで
は、ローカライズされたCiscoUnified
CommunicationsManager Assistantファ
イルの変化を検出できません。

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maDialogs_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/
ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maMessages_
<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/
ipma/com/cisco/ipma/client/locales/maGlobalUI_
<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/LocaleMasterVersion.txt.Checksum
を作成できませんでした。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
89

インストール後の作業

エラーメッセージ



説明メッセージ

このエラーは、ファイルが正しい場

所で見つからない場合に発生します。

これは、ビルドプロセスのエラーが

原因である可能性が高いです。

[LOCALE] UnifiedCMAssistantロケール情報を更新するた
めの
/usr/local/cm/Application_locale/cmservices/ipma/LocaleMaster
Version.txtが見つかりませんでした。

このエラーは、ロケールのインストー

ル時に発生した障害の総計により発

生します。終了状態を示します。

[LOCALE] Addition of <RPM-file-name> to the Unified
Communications Manager database has failed!

COPファイルのインストールのガイドライン
インストールによっては、インストール後に COPファイルをインストールして既知の欠陥を
修正したり、UnifiedCommunicationsManagerに同梱されていないカスタムデバイスタイプのサ
ポートを有効にする必要があります。

COPファイルをインストールする必要がある場合は、これらのガイドラインに従ってくださ
い。

•クラスター内の各ノードに適切な COPファイルをインストールしてください。クラスタ
の各ノードに新しいソフトウェアをインストールする前に、データベースをセットアップ

した後に、このタスクを実行します。

• COPファイルをインストールしたら、ノードを再起動する必要があります。

• Unified Communications Managerおよび/または IM and Presence Serviceを再起動して、COP
ファイルのインストール中に行われた設定の変更がデータベースに書き込まれるようにし

ます。

COPファイルのインストール
北米番号プラン (システムのデフォルト)以外の事前に構築されたダイヤルプランを使用する場
合は、ダイヤルプランと共に COPファイルをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。CiscoUnified
Communications OS管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > I[インス
トール（nstall）]を選択します。
[Software Installation/Upgrade]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択
します。
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ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」

を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表

示されます。

ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択したDPCOPファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 Unified Communications Managerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラス
タ内の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。

次のタスク

システムにダイヤルプランを適用するには、事前作成済みダイヤルプランのインストール

（91ページ）。

事前作成済みダイヤルプランのインストール

クラスタの始まりに、それぞれの Unified Communications Managerノードに国内の番号計画を
インストールします。 Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

北米以外の国の国内番号計画をインストールする場合にのみ、この手順を完了します（システ

ムのデフォルトは北米）。

（注）

始める前に

事前に構築されたダイヤルプランを含む COPファイルをインストールします。詳細について
は、COPファイルのインストール（90ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationで、[コールルーティング（Call Routing）]>
[ダイヤルプランインストーラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（AvailableVersion）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

Cisco CallManagerサービスを再起動します（92ページ）

Cisco CallManagerサービスを再起動します
新しいダイヤルプランをインストールした場合、CiscoCallManagerサービスを再起動する必要
があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバ
を選択します。

CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 再起動（Restart）をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

セキュリティの有効化

システムのセキュリティを有効にする場合は、Cisco CTLクライアントをインストールし、混
合モードを有効にする必要があります。[アプリケーション（Applications）] > [プラグイン
（Plugins）]ウィンドウから、Cisco Unified CMAdministrationで、CTLインストールファイル
をダウンロードできます。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service設置ガイド、リリース 15および SU
92

インストール後の作業

Cisco CallManagerサービスを再起動します



混合モードが有効になると、システムは、認証に証明書信頼リスト（CTL）ファイルを使用し
ます。CTLファイルには、サーバごとのサーバ証明書、公開キー、シリアル番号、署名、発行
者名、サブジェクト名、サーバ機能、DNS名、および IPアドレスが含まれています。

CTLクライアントをインストールし、システムで混合モードを有効にする方法の詳細について
は、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerのセキュリティガイダンス』を参照してください。

簡易ネットワーク管理プロトコルを設定する

CiscoPrimeCollaborationなどのネットワーク管理システムを使用している場合は、SimpleNetwork
Management Protocolを有効にします。

始める前に

お使いのシステムは10件を超える同時実行のクエリを許可していません。最大で8つのトラッ
プ宛先を推奨します。これ以上の値は CPUパフォーマンスに影響を与えます。この要件は、
使用する OVAテンプレートに関係なく、すべてのインストールに適用されます。

手順

ステップ 1 SNMP NMSをインストールして設定します。

ステップ 2 [コントロールセンター -ネットワークサービス ]ウィンドウで、システムが SNMPサービス
を開始していることを確認します。

ステップ 3 Unified Communications Manager：[サービスのアクティベーション]ウィンドウで、Cisco
CallManager SNMPサービスを有効にします。 Cisco Unity Connectionのみ: Connection SNMP
エージェントサービスは自動的にアクティベートされます。

ステップ 4 SNMP V1/V2cを使用している場合、コミュニティ文字列を設定します。

ステップ 5 あなたがSNMP V3を使用している場合、SNMPユーザを設定します。

ステップ 6 トラップまたはインフォームの通知先を設定します。

ステップ 7 MIB2システムグループのシステム連絡先と場所を設定します。

ステップ 8 CISCO-SYSLOG-MIBのトラップ設定を設定します。

ステップ 9 Unified Communications Managerのみ：CISCO-CCM-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 10 プライマリエージェントサービスを再起動します。

ステップ 11 NMSで、 Unified Communications Managerトラップパラメータを設定します。

仮想マシン構成の仕様の変更

以下の手順を使用して、UnifiedCommunicationsManager仮想マシン (VM)設定でゲストOSバー
ジョンに変更します。
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手順

ステップ 1 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 2 必要に応じて vSphere経由で仮想マシンの構成を変更します。ゲスト OSと VMハードウェア
の互換性レベルを更新できます。

1. VMハードウェアの互換性レベルを更新 -仮想マシンを左クリックします。更新を確認し
てください。 [更新（Update）]をクリックします。

不明な主催者がいる場合は、[ステータスを確認（Check statuts）]をクリックして
から、[アップグレード（Upgrade）]をクリックして主催者に合わせます。

（注）

2. ゲスト OSの更新 - [仮想マシン（Virtual Machine）] > [設定の編集（Edit Settings）] > [仮
想マシンのオプション（Virtual Machine Option）]> [一般オプション（General Option）]>
[ゲスト OSのバージョン（Guest OS Version）を右クリックします。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

不一致がある場合、ESXiで仮想マシンの設定を開くときに次の警告メッセージが表示
されます。

（注）

この仮想マシンに構成されたゲスト OS (CentOS 4/5以降 (64ビット))は、現在実行中の
ゲスト OS (CentOS 7 (64ビット))と一致しません。ゲスト固有の最適化を許可するに
は、適切なゲスト OSを指定する必要があります。

警告

IM and Presence Serviceのインストール後の作業
IMandPresenceServiceの新しいクラスタまたは新しいノードをインストールする場合、インス
トール後にこれらの次の作業を実行します。

これらのタスクの多くは、『IMandPresenceServiceの設定および管理ガイド』で詳しく説明さ
れています。注意を促されている箇所では、これらの作業を実行する方法の詳細に関するガイ

ドを参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

ソフトウェアは、次の場所からダウン

ロードすることができます。

Cisco.comで IM and Presence Serviceに
ソフトウェアのアップデートやファー

ステップ 2

https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ムウェアのアップデートがないか確認

します。

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

プレゼンス冗長グループを設定しま

す。

ステップ 3

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

デフォルトのドメインを変更します。ステップ 4

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

IM and Presence Serviceの IMアドレス
スキームを変更します。

ステップ 5

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

IM and Presence Serviceノード名を変更
します。

ステップ 6

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

プレゼンスゲートウェイとしてUnified
CommunicationsManageを設定します。

ステップ 7

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

Unified Communications Manageで SIP
パブリッシュトランクを設定します。

ステップ 8

詳細については、『IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド』を参
照してください。

ユーザをサーバに割り当てます。ステップ 9

IM and Presence Serviceの重要なサービ
スをオンにします。

サービスを有効にする（95ページ）ステップ 10

サービスを有効にする

次のサービスを有効にする必要があります:
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• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスを有効にするには、Cisco Unified Serviceabilityで [ツール >サービス活性化 ]を選択
します。

IMとPresenceクラスタにインストールする各サーバでこのタスクを完了する必要があります。（注）

次の作業
これでシステムがインストールされました。ダイヤルプランの設定、ユーザのプロビジョニン

グ、デバイスの登録およびインスタントメッセージとプレゼンスの設定などの作業を含む、シ

ステムの設定を続行する準備が整いました。システムの設定方法の詳細については、次のガイ

ドを参照してください。

•『Cisco Unified Communications Managerのシステム構成ガイド』
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第 6 章

トラブルシューティング

•インストール中のネットワークエラー（97ページ）
•インストールの失敗（98ページ）
• 1台のノード上の IM and Presence Service。（99ページ）

インストール中のネットワークエラー
インストール処理中、入力されたネットワーク設定を使ってサーバがネットワークに正常に接

続できるかどうかが、インストールプログラムによって検証されます。接続できない場合は

メッセージが表示され、次のいずれかのオプションを選択するよう求められます。

•再試行（RETRY）：インストールプログラムによって、ネットワーキングの検証が再試
行されます。再び検証が失敗した場合は、もう一度エラーダイアログボックスが表示され

ます。

•確認（インストールのチェック）（REVIEW(Check Install)）：このオプションでは、ネッ
トワーキング設定を確認して変更できます。検出されると、インストールプログラムは

ネットワーク設定ウィンドウに戻ります。

•ネットワークウィンドウの入力を完了するたびにネットワークが検証されるため、メッ
セージが何度も表示される場合があります。

•停止（HALT）：インストールを停止します。リカバリCDを使用してログをリカバリし、
診断情報にアクセスする必要があります。詳細については、CUCM VM上でリカバリソ
フトウェアを入手し実行するを参照してください。

CentOSの制限により、ログをシリアルポートにダンプすること
によりログを収集する方式はサポートされなくなりました。

（注）

•無視（IGNORE）：インストールを続行します。ネットワーキングエラーは、ログに記録
されます。場合によっては、インストールプログラムによるネットワーキングの検証が複

数回行われ、このエラーダイアログボックスが複数回表示されることがあります。ネット

ワークエラーを無視することを選択すると、インストールが失敗する場合があります。
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リカバリ CDを使用してログをリカバリする手順

リカバリCDを使用してログをリカバリし、診断情報にアクセスする必要があります。次の手
順を実行します。

1. リカバリ CDを挿入します。

2. システムをリブートします。

3. リカバリ CDメニューが表示されたら、Alt + F2を押してコマンドプロンプトを表示しま
す。

4. 「df -h」コマンドを実行して、最大のパーティションを見つけます。(ここでは /mnt/part6
だったとします)。

5. /mnt/part6/log/install/ディレクトリでインストールログを見つけます。

6. ログを収集します。

インストールの失敗
インストールに失敗した場合、設定をチェックし、次のことを確認します。

• platformconfig.xmlファイルからのパスワードを解析して、セキュリティパスワードを確
認します。

• Unified Communications Managerからのパケットキャプチャを完了し、インストール中に
IM and Presence Serviceの IPアドレスが Unified Communications Managerに到達するかを確
認します。

• NTPが Unified Communications Managerで同期されていることを確認します。

•インストールが失敗したというメッセージが表示され、ログを回復して診断情報にアクセ
スする場合は、「CUCM VM上でリカバリソフトウェアを入手し実行する」を参照して
ください。

CentOSの制限により、ログをシリアルポートにダンプすること
によりログを収集する方式はサポートされなくなりました。

（注）

• IM and Presence Serviceと Unified Communications Managerのバージョンに互換性があるこ
とを確認します。

•サブスクライバをインストールする場合は、サブスクライバノードがパブリッシャノー
ドと同じバージョンであることを確認します。サブスクライバ OVAは、パブリッシャに
使用されているのと同じ OVAである必要があります。
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1台のノード上の IM and Presence Service。
ノードが復元できない状態にある場合、ノードを再インストールする必要があります。

クラスター間展開でノードを再インストールする場合、再インストールしたノードとクラス

ター内の他のノードとの間のクラスター間ピア接続を削除して再度追加する必要があります。

（注）

IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード

以下のan IMandPresenceサービスのデータベースパブリッシャノードを再インストールする高
レベルの手順を完了します。

これらすべての手順を記載されている順に完了しなかった場合、IM and Presence Service デー
タベースパブリッシャノードの復元に失敗します。

（注）

1. すべての IM and Presence サービスサブスクライバーノードの電源を切ります。

2. サブスクライバノードを次のように削除します。

1. すべてのユーザの割り当てを、各IM and Presence Serviceサブスクライバーノードに割
り当てられているものから解除します。 [CiscoUnifiedCMの管理ユーザ管理>Presence
ユーザーを割り当てる > ]を選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからサブスクライバノードを削除します。 [Cisco Unified
CM Administration >システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. サブスクライバノードを Unified Communications Managerサーバリストから削除しま
す。 ( Cisco Unified CM Administration >システム >サーバを選択します)。

3. IM and Presence Serviceのデータベースパブリッシャノードにログインします。

4. IM and Presenceサービスのデータベースパブリッシャノードを次の手順で削除します:

1. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャーノードの割り当てをユーザに解除
してください。 [Cisco Unified CM管理] [ユーザ管理] > [Presenceユーザーを割り当て
る] > の順に選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからノードを削除します。 [Cisco Unified CM Administration
>システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. Unified CommunicationsManagerサーバーリストに IM and Presence Serviceデータベース
パブリッシャノードを削除します。 ( Cisco Unified CM Administration >システム >
サーバを選択します)。
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5. Unified Communications Managerサーバリストに IM and Presence サービスデータベースパ
ブリッシャノードを再追加します。

6. IM and Presence サービスデータベースパブリッシャノードの新規インストールを実行し
てください。

7. Unified CommunicationsManagerサーバリストに IM and Presenceサービスサブスクライバー
ノードを再追加します。

8. 各サブスクライバノードの新規インストールを実行します。

IM and Presence Serviceサブスクライバーノード

以下の IMandPresenceサービスサブスクライバーノードを再インストールするための高度な手
順を完了します。

これらの手順を記載されている順に完了しないと、IM and Presence Serviceサブスクライバー
ノードの復元に失敗します。

（注）

1. IM and Presence サービスノードの電源を切ります。

2. サブスクライバノードを次のように削除します。

1. ノードに割り当てられているユーザの割り当てを解除します。 [Cisco Unified CM
Administration ユーザ管理 >プレゼンスユーザを割り当てる > ]を選択します。

2. プレゼンス冗長性グループからノードを削除します。 [Cisco Unified CM Administration
>システム >プレゼンス冗長性グループ]を選択します。

3. UnifiedCommunicationsManagerサーバリストからノードを削除します。 ( Cisco Unified
CM Administration >システム >サーバを選択します)。

3. Unified Communications Managerサーバリストに IM and Presence サービスデータベースパ
ブリッシャノードを再追加します。

4. ノードのフレッシュインストールを実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


